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は
じ
め
に

　

津
久
井
県
与
瀬
村
名
主
坂
本
家
資
料
中
の
「
与
瀬
本
村
名
主
内
蔵
助
天
正
年
中
よ

り
代
々
名
主
役
相
勤
候
儀
記
置
申
候
（
上
下
分
冊
）」【
坂
本
家
文
書
資
料
432
、
以
下

坂
本
家
文
書
は
番
号
の
み
で
示
す
。】
は
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
か
ら
名
主
を
務

め
た
八
代
名
主
坂
本
内
蔵
助
が
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
に
退
役
し
た
の
ち
に
、
名

主
役
儀
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
史
料
で
あ
る
。
上
巻
は
八
代
内
蔵
助
が
か
か
わ
っ

た
争
論
三
件
の
顛
末
が
取
り
纏
め
ら
れ
た
も
の
で
、
与
瀬
村
名
主
役
、
与
瀬
宿
問
屋

役
・
本
陣
を
担
っ
た
坂
本
家
の
由
緒
と
役
に
対
す
る
認
識
が
記
さ
れ
て
い
る
。
史
料

が
作
成
さ
れ
た
背
景
を
整
理
し
つ
つ
、
あ
わ
せ
て
与
瀬
村
を
概
観
す
る
。

一　

坂
本
家
文
書
概
要

　

相
模
国
津
久
井
県
与
瀬
村
は
道
志
川
と
合
流
す
る
手
前
の
相
模
川
左
岸
河
岸
段
丘

に
位
置
し
、
現
在
の
相
模
原
市
緑
区
与
瀬
、
与
瀬
本
町
、
小
原
に
比
定
さ
れ
る
（
図

1
、
2
）。
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
以
前
は
後
北
条
氏
支
配
下
に
あ
り
、
甲
斐

武
田
氏
所
領
に
隣
接
す
る
要
所
で
あ
っ
た
。
近
世
初
期
は
幕
府
直
轄
領
と
な
り
、
寛

文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
関
宿
藩
久
世
氏
の
支
配
を
受
け
た
後
、
貞
享
元
年
（
一
六

八
四
）
か
ら
は
再
び
幕
府
直
轄
領
と
な
り
幕
府
代
官
の
支
配
を
受
け
た
。
田
畑
の
耕

作
の
ほ
か
林
野
を
活
用
し
て
、
漆
、
紬
、
薪
炭
の
山
稼
を
行
っ
て
い
た
（
表
1
）。

　

八
王
子
か
ら
難
所
小
仏
峠
を
越
え
て
来
た
甲
州
道
中
が
、
相
模
川
に
沿
っ
て
村
内

を
通
る
。
与
瀬
村
は
一
村
の
う
ち
に
甲
州
道
中
小
原
宿
・
与
瀬
宿
の
二
つ
の
宿
場
を

内
包
し
て
お
り
、
小
仏
峠
越
え
を
含
む
小
仏
宿
へ
の
継
送
り
に
つ
い
て
与
瀬
宿
が
担

当
し
、
反
対
に
上
り
の
吉
野
宿
へ
は
小
原
宿
が
請
け
負
う
片
継
体
制
を
と
る
「
合
宿
」

と
い
う
関
係
に
あ
っ
た（

（
（

。

　

本
稿
で
紹
介
す
る
与
瀬
村
名
主
坂
本
家
文
書
は
、
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
か
ら
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書
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文
政
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与
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名
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津
久
井　

甲
州
道
中　

名
主　

問
屋　

由
緒

【
要
旨
】

　

当
館
所
蔵
坂
本
是
正
家
文
書
資
料
文
政
三
年
「
与
瀬
本
村
名
主
内
蔵
助
天
正
年

中
よ
り
代
々
名
主
役
相
勤
候
儀
記
置
申
候
」
を
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
近
世
中
期
の

与
瀬
村
を
概
説
す
る
。

　

相
模
国
津
久
井
県
与
瀬
村
（
現
相
模
原
市
緑
区
）
は
一
村
の
う
ち
に
甲
州
道
中

小
原
宿
・
与
瀬
宿
の
二
つ
の
宿
場
を
内
包
し
て
お
り
、
村
政
も
与
瀬
宿
を
中
心
と

す
る
与
瀬
村
本
村
と
、
小
原
宿
を
中
心
と
す
る
小
原
組
に
わ
か
れ
て
い
た
。

　

紹
介
す
る
「
与
瀬
本
村
名
主
内
蔵
助
天
正
年
中
よ
り
代
々
名
主
役
相
勤
候
儀
記

置
申
候
（
上
下
分
冊
）」
は
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
か
ら
名
主
を
務
め
た
八

代
坂
本
内
蔵
助
が
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
に
退
役
し
た
の
ち
に
、
名
主
、
問
屋

役
の
由
緒
、
役
儀
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
史
料
で
あ
る
。
作
成
の
背
景
に
あ
っ

た
三
件
の
争
論
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
上
巻
か
ら
そ
の
概
要
を
紹
介
し
、
八
代
内
蔵

助
が
な
ぜ
坂
本
家
由
緒
や
名
主
、
問
屋
役
儀
を
取
り
ま
と
め
た
の
か
に
つ
い
て
考

察
す
る
。
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明
治
十
年
代
ま
で
の
文
書
資
料
を
含
み
総
点
数
一
〇
八
〇
点
か
ら
成
る（

（
（

。
坂
本
家
は

与
瀬
村
名
主
、
与
瀬
宿
問
屋
・
本
陣
を
務
め
た
家
で
あ
り
、
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇

六
）
に
坂
本
内
蔵
助
が
問
屋
と
し
て
播
磨
国
池
田
輝
政
公
大
通
行
の
伝
馬
業
務
を
担

っ
た
こ
と
を
示
す
伝
馬
請
取
手
形
が
残
る
ほ
か
、
文
禄
元
年
の
割
付
状
に
は
じ
ま
り

村
政
に
か
か
わ
る
史
料
も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

二　

紹
介
す
る
史
料
に
つ
い
て

　
「
与
瀬
本
村
名
主
内
蔵
助
天
正
年
中
よ
り
代
々
名
主
役
相
勤
候
儀
記
置
申
候
（
上

下
分
冊
）」【
432
】
の
史
料
中
に
記
さ
れ
た
項
目
は
（
表
2
）
の
通
り
で
あ
る
。
本
史

料
は
、
上
下
二
分
冊
か
ら
な
っ
て
お
り
、
上
巻
が
主
に
争
論
に
つ
い
て
、
下
巻
が
名

主
役
業
務
や
坂
本
家
系
譜
に
つ
い
て
記
述
す
る
。
八
代
名
主
内
蔵
助
が
役
を
退
い
た

の
ち
に
、
後
世
名
主
や
組
頭
衆
中
が
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
、
遵
守
す
べ
き
こ
と
を

ま
と
め
複
数
回
の
下
書
き
を
経
て
仕
上
げ
ら
れ
た（

（
（

。
本
稿
で
は
、
史
料
作
成
の
契
機

に
関
わ
る
記
述
の
多
い
上
巻
を
主
に
紹
介
す
る
。

　

上
巻
表
題
に
付
さ
れ
た
但
書
【
432-

1-

1
】
に
は
、
文
化
十
年
か
ら
の
四
ケ
宿
加

助
郷
村
々
と
の
争
論
の
す
え
宿
助
請
と
し
て
金
六
拾
両
を
賜
り
四
ケ
宿
勤
人
馬
も
減

少
し
た
経
緯
を
記
す
と
い
う
こ
と
と
、「
安
永
八
年
漆
斗
立
之
儀
」・「
天
明
四
辰
年

役
出
入
御
裁
許
」
に
お
い
て
「
御
国
役
諸
夫
銭
割
合
之
儀
も
本
村
名
主
よ
り
割
出
候

ハ
ヽ
無
差
支
可
取
斗
旨
」
が
申
し
渡
さ
れ
た
の
で
、
間
違
い
な
く
名
主
役
を
務
め
る

よ
う
に
と
記
さ
れ
て
い
る
。
後
世
名
主
に
あ
て
た
こ
の
但
書
か
ら
、
文
書
の
作
成
の

背
景
に
は
こ
の
三
つ
の
争
論
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
表
3
）。
各
争
論
の
概
要

を
紹
介
し
よ
う
。

（
1
）
A
　
文
化
十
年
〜
文
政
二
年
　
助
郷
村
々
と
の
争
論

　

文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
か
ら
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
の
足
掛
け
七
年
間
に
わ

た
る
甲
州
道
中
相
模
国
四
ケ
宿
問
屋
と
そ
の
助
郷
村
々
間
の
争
論
の
経
過
に
つ
い
て

図 2　与瀬村（国土地理院旧版地図昭和 4 年測図「與瀬」に加筆） 図 1　津久井県与瀬村位置

表 1　与瀬村高
与瀬村 石高（反別）

惣村 568石78（83町2反12歩）
田 25石115（2町1反4畝9歩）
畑 541石247（81町6畝3歩）
見取外 2石418
与瀬分 385石371（53町4反2畝2歩）
小原分 183石408
御伝馬地 10石1
与瀬除地（慈眼寺） 8石575
小原除地（桂林寺・長福寺・正雲寺）17石01
史料【272】明和8年10月「卯御年貢可納割付之事」、史料【589】
文久2年10月「村高家数人別書上」より作成
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表 2　史料 432 掲載項目

432 428 429 433 434
相模湖
町史

掲載頁
1-1 本書記置経緯 〇

1-2 文政3年9月跡役名主衆中宛
名主由緒につき覚 〇

1-3
寛政10年6月　代官大貫次
郎右衛門より仰せつけられ
候村々取締役の儀

〇 〇

1-4 四ケ宿争論に至る経緯 〇 〇

1-5 助情金（中馬口銭登り分宿、
宿） 〇 〇 199

1-6
定人馬数（文化14年7月論所
地改役見分、人馬半減勤め
裁許））

〇 210

1-7 与瀬宿類焼拝借返納残金 〇 〇

1-8 文政2済口証文のうち先触に
より添人馬触当 〇

1-9 文政2済口証文のうち助郷触
当 〇

1-10 文政2年済口証文に至る経
緯 〇 209

1-11
文政3年8月名主問屋・年寄
百姓代衆中宛　7年間の争
論経緯

〇

1-12
（文化14年）7月評定所論所
役御手代脇部・夏目殿宛　
四ケ宿問屋年寄出会談合申
候処

〇 204

1-13 安永8年4月漆斗争論済口 〇

1-14 天明5年4月名主跡役願出入
御裁許 〇

1-15
文政3年8月名主問屋・年寄
百姓代衆中宛　安永8年・天
明5年について間違いなく取
図る旨

〇

1-16 文政3年10月　江川代官よ
り内蔵助呼出し

1-17 文政3年10月14日小田原宿
本陣にて褒美賜るにつき覚

1-18 大貫代官から江川代官迄の
名主家名誉の事

2-1 年始やぶさめ精進役勤め方
および場所 〇

2-2 名主役儀先例の通り 〇

2-3 名主役経緯（寛文3年までは
名主1人） 〇

2-4 天正10年3月武田勝頼公討
死 〇

2-5 坂本分家 〇
2-6 都而村方取斗方（年始） 〇 〇

2-7
都而村方取斗方（夫銭帳、
割付目録拝見証文、宗門人
別帳、五人組帳）文認メ方）

〇 〇

2-8 都而村方取斗方（組合村惣
代） 〇 〇

2-9 都而村方取斗方（年貢勘定） 〇 〇

2-10 都而村方取斗方（文化六年
村高ほか） 〇 〇

2-11 田畑反永米 〇 〇
2-12 御年貢勘定仕方 〇 〇
2-13 田方御年貢 〇 〇
2-14 位付ケ 〇 〇

2-15 問屋・本陣役（慶長11年）
道中奉行御泊 〇 〇

2-16 元文1年紀州公休憩 〇 〇
2-17 寛政1年伝六百姓取立 〇 〇
2-18 文政３年八左ヱ門分地 〇 〇

2-19 組頭角左衛門・平右衛門・
市郎右衛門麁略これ無き様 〇

2-20 慈眼寺旦那 〇

2-21 寛政8年9月松平甲斐守様本
陣御泊 〇

2-22 木舟森・稲荷森・弥 堂内
蔵助支配 〇 〇

2-23 慶長年中より寛文尾水帳当
代々持来 〇

2-24 分地八左衛門儀 〇 〇

2-25 都而与瀬村一村、名主役40
年来相勤め候事 〇 〇

2-26 天正年以来名主役代々勤め
候経緯 〇 〇

2-27 慶安3年除地改における名主 〇 〇

2-28 四ケ宿宿助合大助合定り候
訳 〇

2-29 坂本家系図 〇 〇

2-30 代々名主役相勤来経緯及び
諸事心得方 〇 〇

【428】文政 2年6月「我等名主役中都而取計書送○」
【429】   文政 3年2月13日「都而村方是迄取斗方覚」
【433】   文政 3年10月「先祖但馬より九代名主役勤来

候趣記置候控」
【434】   文政 3年10月「与瀬本村名主内蔵助代々名主

役相勤申候事」

表 3　与瀬村名主・問屋および争論年表

年号
本村
名主

与瀬
問屋

小原
名主 A　助郷伝馬争論 B　漆争論 C　跡役争論坂本

家
坂本
分家

清水
家

宝暦10年
1760

6
代
内
蔵
助

平
蔵

覚
五
郎

覚
五
郎

8
代
杢
左
衛
門
（
千
蔵
）

（小前惣代藤左衛門ほか4名が年寄を訴え
る村形騒動、伝馬役勤や御林伐木、諸帳
面の公開など年寄・小前間の不平等を撤
廃。）

明和2年
1765

7
代
内
蔵
助
団
蔵

武
次
郎

武
次
郎

宿の裁量で人馬を触当るのではなく、代官
に願出たうえで加助郷を触れ当てるよう裁
許。（訴）定夫役地青野原村外16か村（相）
四ケ宿（→代官→道中奉行） 

【253~256】

明和8年
1771

8月、内蔵助名主役継続願。内蔵助が病
身とのことだが、御相役武兵衛若年、杢
左衛門殿病身につき今まで通り「御支配」
願入れ。【271】（願）与瀬・小原惣百姓
→与瀬名主

安永6年
1777

武
兵
衛

武
兵
衛

9
代
権
右
衛
門

3月、定助郷に上限を設けて加助郷に増
助郷を触当て願を願うが認められず。【相
模湖】（願）与瀬・小原両宿定助郷7か村
→道中奉行 

安永7年
1778

3月、定助郷村の困窮に対して、加助郷か
らの増助郷は認められない旨、道中奉行
からの裁許。【相模湖】（願）与瀬・小原
両宿定助郷7か村→道中奉行

安永8年
1779

1月、小原宿漆取斗儀難渋につき一札【288
－1】（願）与瀬村組頭・百姓代→与瀬名
主 
2月4日、帳面類は慶長年中以降全て本
村名主が一村一冊にまとめていると主張。

【288－3】与瀬本村名主、組頭惣代、百
姓惣代→代官役所 
2月15日、小原宿名主の方が内蔵助よりも
由緒があることを主張。【288‐2】小原名主・
組頭惣代・百姓代→代官役所 
8月、帳面は各組で作成する旨の裁許。

【432‐1‐13】

安永9年
1780

2月、漆桶組において小原分を小原分組
頭が持参。桶蓋への小原名主印形はせず。

【288‐4】

天明1年
1781

10
代
権
右
衛
門
（
松
之
介
）

小原宿名主権右衛門跡役に忰松之介願。
【292】（願）小原惣百姓＋本村名主・組頭・
百姓代→代官御役所

天明4年
1784

8
代
内
蔵
助
祐
助

5月、定助郷7カ村の人馬出し方について
出訴。難所に対し宿が先触より多くの人馬
を使用していたことについて急度御叱。た
だし、通行混雑の折は助郷と話し合いの
上無銭人馬の触当が許される。【294】代
官役所→（訴）四ケ宿（相）定助郷７村

本村名主第7代内蔵助団蔵跡役に祐助願。
【295】（願）本村惣百姓＋小原惣百姓（印
有26人、印無27人）＋百姓代・組頭・相
名主→代官役所

天明5年
1785

組
頭
年
番
→
武
兵
衛
（
佐
吉
ヵ
）

勘
助
→
佐
吉

4月、小原惣百姓連印は今後必要ないこと
を確認。【432‐1‐14】 
5月、本村名主及問屋役武兵衛跡役、問
屋役は武兵衛聟勘助（内蔵助弟）、名主役
は内蔵助・組頭年番。【296】 
本村百姓惣代喜右衛門→代官御役所 
小原組役人加印の上願書差出旨仰せ渡さ
れにつき継添請印 
12月、問屋武兵衛跡役に養子佐吉（内蔵
助弟）に仰せつけられたい旨願書 

【297】（願）与瀬宿惣百姓・年寄・名主
→代官役所

寛政3年
1791

11
代
権
右
衛
門
（
冨
五
郎
）

寛政5年
1793

本
村
名
主
が
兼
帯文化10年

1813

10月、加助郷17カ村が加助郷人馬使用
が膨大であるとして出訴。【423‐1‐4、
381】（訴）加助郷村 （々相）宿→道中奉
行 
12月、加助郷を制限し定助郷負担の増す
済口証文（宿敗訴）。【388～385】

文化11年
1814

2月、四ケ宿問屋年寄協議の上議定作成。
【390】 
4月、四ケ宿評定所箱訴。宿側の困窮を
訴えるが、筋違いとして却下。【423‐1‐4】

文化12年
1815

1月、四ケ宿困窮に対し、江川代官江戸詰
手附元〆より御下金100両が下され、四ケ
宿には60両が割渡される。【423‐1‐4】 
12月、加助郷人馬の使用について暫定議
定。【406】（訴）四ヶ宿（相）加助郷17
村←道中奉行

文化13年
1816

12
代
杢
左
衛
門

8月、増助郷願【409】（願）四ケ宿→幕
府目付　

文化14年
1817

3月、継立入馬勤方軽減の願書【413】（願）
与瀬・小原宿→勘定吟味役 
6月、甲州川々普請御通行時に役人による
検分実施。 
7月、添人馬が許可され大通行時の加助郷
使用許可されたことにつき、宿・定助郷・
加助郷三者議定。またこれを受けて三者
済口証文。【423‐1‐6】

文政1年
1818

6月、定助郷負担増につき添人馬免除願【若
柳村】（訴）千木良村など定助郷3ケ村→
道中奉行

文政2年
1819

3月、添人馬免除願却下。関東取締出役
により添議定書が交わされ決着。【432‐1
‐7～12】 

文政3年
1820

9
代
内
蔵
助
唯
助

文政6年
1823

3月、文政四年に特権通行が規制されたこ
とを受け、添人馬負担のなくなった加助郷
を定助郷としたい旨願。【446】（願）四
ケ宿→道中奉行　

文政7年
1824

11月、四ケ宿困窮がみとめられ、助郷増
強、助郷証文・助郷帳下げ渡し。【455、
456、458】

※ 表中の【　】は根拠とした史料。【相模湖】は『相模湖町史』183頁掲載若柳村文書。番号のみは坂本家文書資
料目録番号。



− 110 −

神奈川県立博物館研究報告−人文科学−第48号（2022年2月）

は
、
本
史
料
の
一
部
が
『
相
模
湖
町
史
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
坂
本
家
文
書

中
の
記
述
を
中
心
に
概
要
を
述
べ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
文
化
十
年
五
月
、
相
州

四
ケ
宿
加
助
郷
の
う
ち
十
七
カ
村（

（
（

が
加
助
郷
負
担
増
を
訴
え
た
。
背
景
に
は
大
名
通

行
な
ど
特
権
通
行
の
増
大
と
そ
れ
に
伴
っ
て
規
定
の
人
馬
以
上
の
負
担
で
あ
る
添
人

馬
の
増
加
が
あ
っ
た
。
訴
訟
の
結
果
、
正
規
の
触
当
分
か
ら
定
助
郷
分
を
引
い
た
残

り
の
み
を
加
助
郷
村
々
に
触
れ
当
て
る
こ
と
な
ど
加
助
郷
の
訴
え
が
認
め
ら
れ
た
。

四
ケ
宿
は
「
四
ケ
宿
共
助
郷
高
ヲ
混
、
前
文
之
通
漸
千
石
内
外
ニ
而
街
道
第
一
之
険

阻
小
仏
峠
ニ
続
、
四
ケ
宿
之
役
場
都
而
極
難
ニ
有
之
、
結
句
平
地
成
外
宿
々
ハ
大
高

ニ
而
助
郷
を
合
候
得
者
八
千
石
前
後
ニ
而
勤
役
仕
、
七
八
増
倍
ニ
も
相
違
御
座
候（

（
（

」
と

困
窮
の
実
態
を
訴
え
御
救
い
を
願
っ
て
箱
訴
に
及
ん
だ
。
箱
訴
は
却
下
さ
れ
た
が
、

文
化
十
二
年
一
月
に
江
川
代
官
所
よ
り
四
ケ
宿
へ
六
十
両
の
助
情
金
（
御
救
金
）
が

貸
し
与
え
ら
れ
た
【
432-

1-

4
】。

　

加
助
郷
触
当
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
文
化
十
四
年
、
論
所
改
手
代
服
部
平
重
郎
・

夏
目
嘉
市
に
よ
り
宿
場
の
検
分
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
人
足
は
一
．
七
五
倍
、

馬
は
一
．
五
倍
の
添
人
馬
を
見
込
む
こ
と
が
許
さ
れ
、
添
人
馬
を
含
ん
だ
と
こ
ろ
で

宿
人
馬
役
の
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
に
勤
人
馬
が
減
数
さ
れ
た
【
432-
1-

6
】（

（
（

。
と

こ
ろ
が
、
添
人
馬
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
定
助
郷
の
負
担
が
増
し
、
文
政
元

年
六
月
に
定
助
郷
三
ケ
村
か
ら
の
訴
訟
が
起
こ
っ
た
。
定
助
郷
の
訴
え
は
認
め
ら
れ

ず
、
文
政
二
年
三
月
に
再
度
議
定
証
文
が
取
り
交
わ
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
文

化
十
年
か
ら
続
い
た
助
郷
争
論
は
四
ケ
宿
の
主
張
が
認
め
ら
れ
る
形
で
一
旦
決
着
を

迎
え
た
。

（
2
）
B
　 

安
永
八
・
九
年
　
漆
斗
立
争
論

　

津
久
井
県
域
で
生
産
さ
れ
る
漆
は
「
セ
シ
メ
ウ
ル
シ
」
と
よ
ば
れ
、
こ
の
地
域
の

貢
租
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た（

（
（

。
江
戸
浅
草
御
蔵
へ
上
納
す
る
に
あ
た
っ
て
、
村
で
漆
斗

帳
を
と
り
ま
と
め
た
後
、
津
久
井
郡
上
郷
十
ケ
村
が
あ
つ
ま
り
、
桶
組
と
い
っ
て
漆

四
貫
を
一
桶
に
ま
と
め
蓋
に
は
村
役
人
の
確
認
印
を
押
し
た
【
288-

4
】（

（
（

。
安
永
七
年

（
一
七
七
八
）
ま
で
は
正
漆
の
取
り
集
め
を
、
本
村
名
主
内
蔵
助
・
武
兵
衛
、
小
原

組
杢
左
衛
門
三
人
が
年
番
で
務
め
て
お
り
、
一
村
一
体
で
上
納
の
た
め
漆
斗
立
帳
を

作
成
し
て
い
た
。
安
永
八
年
一
月
二
十
九
日
、
互
い
に
そ
の
年
の
年
番
名
主
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
津
久
井
郡
上
郷
桶
組
の
以
前
に
一
村
と
し
て
漆
斗
立

帳
取
り
ま
と
め
る
の
に
差
支
え
、
本
村
名
主
以
下
惣
百
姓
が
小
原
組
名
主
を
訴
え
た
。

本
村
惣
百
姓
は
年
貢
の
割
合
を
行
う
名
主
は
内
蔵
助
一
人
で
あ
り
、
寛
文
四
年
久
世

氏
支
配
替
え
以
降
、
業
務
多
忙
ゆ
え
小
原
宿
周
辺
の
年
貢
取
り
ま
と
め
を
杢
左
衛
門

に
任
せ
て
い
た
と
主
張
し
た
【
288-

3
】（

（
（

。
内
蔵
助
も
天
正
年
中
か
ら
年
々
名
主
役
を

務
め
そ
の
諸
書
類
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
、
安
永
八
年
三
月
「
証
拠
書
物

目
録
」【
287
】
を
作
成
し
て
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
に
提
出
し
た
。
こ
の
史
料
に
は

漆
斗
帳
数
十
帳
を
は
じ
め
と
す
る
年
貢
取
立
に
関
す
る
諸
帳
面
が
天
正
十
四
年
（
一

五
八
六
）
か
ら
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

　

対
す
る
小
原
組
杢
左
衛
門
も
証
拠
書
類
を
提
出
し
、
内
蔵
助
よ
り
古
役
で
あ
っ
た

旧
名
主
藤
左
衛
門
の
跡
役
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
正
統
性
を
主
張
し
た
。
藤
左
衛
門

は
坂
本
家
が
与
瀬
村
に
移
り
住
む
以
前
か
ら
字
底
澤
西
入
に
居
住
し
て
い
た
土
豪
と

考
え
ら
れ
、
近
世
初
期
に
名
主
役
を
務
め
た
が
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
に
宿
場

か
ら
遠
方
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
退
き
、
安
永
八
年
当
時
は
小
原
組
組
頭
を
務
め
て

い
た
。

　

八
月
に
下
さ
れ
た
裁
許
に
よ
る
と
、
組
限
で
漆
斗
立
帳
を
作
成
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
小
原
組
の
主
張
が
認
め
ら
れ
た
が
、
杢
左
衛
門
の
印
は
除
き
、
組
頭
、
百
姓
代

の
印
を
以
っ
て
本
村
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
名
主
役
由
緒
に
つ
い
て
は
小
原
・

与
瀬
双
方
か
ら
証
拠
書
類
が
提
出
さ
れ
た
が
決
着
せ
ず
、
こ
れ
ま
で
内
蔵
助
が
務
め

て
き
た
通
り
諸
御
用
向
を
果
た
す
よ
う
申
し
伝
え
ら
れ
た
【
432-

1-

13
】。
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（
3
）
C 

　
天
明
五
年
　
名
主
・
問
屋
跡
役
願
連
印
争
論

　

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）、
七
代
内
蔵
助
団
蔵
死
去
に
つ
き
忰
祐
助
（
八
代
内
蔵

助
）
を
跡
役
に
願
う
願
書
が
代
官
宛
に
提
出
さ
れ
た
。
願
書
差
出
に
は
与
瀬
本
村
・

小
原
分
惣
百
姓
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
小
原
組
惣
百
姓
は
二
十
六
人
分
し
か

押
印
が
な
さ
れ
ず
、
二
十
七
名
分
に
は
名
前
の
下
に
印
が
な
い（

（1
（

。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
小
原
組
惣
百
姓
の
連
印
を
求
め
て
与
瀬
村
組
頭
惣
代
が
訴

え
を
起
こ
し
た
【
432-
1-
14
】
が
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
小
原
宿
名
主
跡
役
を

権
右
衛
門
忰
松
之
介
に
と
願
っ
た
際
に
は
、
与
瀬
本
村
か
ら
は
村
役
人
の
み
連
印
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
小
原
惣
百
姓
の
連
印
は
不
要
と
判
断
さ
れ
た
。
小
原

組
に
対
し
て
は
、
今
更
明
和
八
年
内
蔵
助
退
役
差
止
の
際
に
小
原
惣
百
姓
も
連
印
し

た
こ
と
に
対
し
て
疑
義
を
唱
え
た
り
、
小
原
組
が
す
で
に
押
印
し
た
分
も
取
り
消
そ

う
と
申
し
立
て
た
こ
と
は
不
埒
で
あ
り
「
本
村
名
主
江
対
し
不
法
之
儀
」
と
し
て
急

度
御
叱
と
の
判
断
が
な
さ
れ
た
。

　

そ
の
う
え
で
、「
祐
助
家
柄
古
く
候
共
、
古
役
武
兵
衛
随
ひ
以
来
両
人
ニ
而
村
用
諸

割
合
其
外
不
依
何
事
無
甲
乙
年
番
相
勤
、
是
迄
内
蔵
助
不
取
斗
之
儀
も
於
有
之
者
外

村
役
人
も
為
立
会
諸
事
相
致
可
申
候
、
一
村
一
体
之
儀
ニ
付
、
向
後
本
村
小
原
和
融

致
し
候
様
」
と
、
裁
許
が
下
さ
れ
た
。

　

翌
五
年
五
月
、
内
蔵
助
の
相
役
で
本
村
名
主
で
あ
り
、
与
瀬
宿
問
屋
を
兼
帯
し
て

い
た
武
兵
衛
が
死
去
し
た
こ
と
を
う
け
、
与
瀬
本
村
百
姓
惣
代
組
頭
喜
左
衛
門
か
ら
、

跡
役
に
つ
い
て
勘
介
（
武
兵
衛
養
子
・
内
蔵
助
弟
）
に
問
屋
跡
役
を
務
め
さ
せ
、
名

主
役
は
相
役
内
蔵
助
を
年
寄
が
年
番
で
補
佐
す
る
旨
の
願
書
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
願

書
提
出
に
あ
た
っ
て
は
天
明
四
年
の
裁
許
に
従
い
小
原
組
役
人
の
加
印
を
公
事
問
屋

津
久
井
屋
庄
蔵
を
通
じ
て
求
め
て
い
る
。

三　

史
料
作
成
の
背
景

　

こ
こ
ま
で
各
争
論
の
概
要
を
紹
介
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
坂
本
内
蔵
助
が
史
料
を
残

し
た
背
景
に
注
目
し
た
い
。

（
1
）
三
件
の
争
論
と
名
主
、
問
屋
役

　

ま
ず
は
史
料
作
成
の
背
景
と
考
え
ら
れ
る
三
つ
の
争
論
に
つ
い
て
、
与
瀬
本
村
・

小
原
組
名
主
、
問
屋
役
の
関
係
が
わ
か
る
箇
所
を
整
理
し
よ
う
。

A　

史
料
【
432-

1-

11
】
に
「
我
等
外
ニ
小
原
宿
問
屋
権
右
衛
門
惣
代
相
勤
申
候
得

共
、
出
入
中
戌
年
病
死
致
し
其
外
関
野
宿
年
寄
兵
左
衛
門
儀
者
寅
年
病
死
致
申
候
故
、

右
者
内
蔵
助
壱
人
存
命
ニ
付
」
と
記
さ
れ
る
と
お
り
、
足
掛
け
七
年
に
亘
っ
た
こ
の

争
論
に
お
い
て
、
全
期
間
に
お
い
て
争
論
の
決
着
に
尽
力
し
た
の
は
内
蔵
助
一
人
で

あ
っ
た
。
幕
府
御
救
金
に
つ
い
て
の
記
録
は
、
返
済
役
務
の
た
め
と
、
領
主
の
仁
政

に
つ
い
て
記
録
す
る
目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
こ
と
の
顛
末

を
記
録
し
う
る
の
は
内
蔵
助
だ
け
で
あ
る
と
い
う
責
任
と
、
宿
場
の
代
表
と
し
て
責

務
を
全
う
し
た
と
い
う
自
負
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

B　

名
主
役
の
由
緒
に
つ
い
て
裁
許
で
は
「
明
白
ニ
相
分
候
越
承
知
仕
候
得
共
、
畢

竟
漆
斗
立
よ
り
事
発
訴
候
而
已

　

ニ
而
」【
432-

1-

13
】
と
さ
れ
た
の
を
、
内
蔵
助
は
「
内

蔵
助
方
よ
り
数
通
差
出
候
通
明
白
ニ
相
分
り
候
趣
文
言
有
之
候
」【
432-

1-

1
】
と

解
し
て
い
る
。
与
瀬
・
小
原
名
主
役
の
新
古
に
つ
い
て
は
明
言
さ
れ
な
い
が
、
内
蔵

助
が
提
出
し
た
天
正
年
中
の
書
類
の
正
当
性
は
認
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
漆
の

取
り
集
め
に
つ
い
て
は
今
ま
で
も
与
瀬
・
小
原
組
毎
に
行
っ
て
い
た
が
、
内
蔵
助
一

人
で
行
っ
て
い
た
漆
斗
立
帳
の
作
成
も
組
毎
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。「
諸
御

用
向
幷
村
内
治
方
聊
も
無
滞
相
談
之
上
可
相
勤
」【
432-

1-

13
】
と
命
じ
ら
れ
た
の

は
、
与
瀬
本
村
・
小
原
組
の
名
主
の
立
場
が
対
等
な
も
の
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
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C　

本
村
名
主
跡
役
願
書
に
小
原
宿
惣
百
姓
の
連
印
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
通
例

と
し
て
は
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
裁
許
に
よ
り
連
印
不
要
と
の
公
的
見
解
と
し

て
示
さ
れ
た
こ
と
は
村
方
に
と
っ
て
大
き
な
決
定
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

【
432-
1-
14
】
に
「
本
村
名
主
江
対
し
我
侭
不
法
之
儀
仕
間
敷
候
」
と
記
さ
れ
た
小
原

組
の
態
度
が
い
な
か
る
も
の
か
具
体
は
不
明
だ
が
、
本
村
と
対
等
の
よ
う
な
、
あ
る

い
は
本
村
を
軽
ん
じ
る
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

（1
（

。

　

争
論
の
後
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
十
二
月
の
願
書
で
与
瀬
宿
問
屋
跡
役
と
な

っ
た
佐
吉
（
武
兵
衛
養
子
、
内
蔵
助
弟
）
は
病
身
の
た
め
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）

に
そ
の
役
を
退
き
、
寛
政
五
年
五
月
に
は
名
主
内
蔵
助
が
問
屋
を
兼
帯
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
ま
た
与
瀬
本
村
名
主
役
に
つ
い
て
史
料
【
432-

2-

2
】
中
に
は
「
寛
政
五

巳
年
相
役
武
兵
衛
病
死
仕
候
ニ
付
、
追
役
願
上
、
同
年
よ
り
与
瀬
本
村
名
主
内
蔵
助

壱
人
ニ
相
定
り
申
候
」
と
記
さ
れ
、
天
明
五
年
の
一
件
か
ら
組
頭
年
番
で
あ
っ
た
本

村
名
主
武
兵
衛
跡
役
も
内
蔵
助
に
集
約
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
以
降
、
与
瀬
本
村

と
与
瀬
宿
、
小
原
組
と
小
原
宿
の
名
主
と
問
屋
役
は
そ
れ
ぞ
れ
坂
本
内
蔵
助
、
清
水

杢
左
衛
門
（
権
右
衛
門
）
家
が
世
襲
し
幕
末
を
迎
え
る
。

　

三
件
の
争
論
の
事
例
か
ら
、
名
主
役
と
問
屋
役
の
二
役
は
坂
本
家
・
清
水
家
に
集

中
す
る
一
方
で
、
与
瀬
本
村
と
小
原
組
の
分
郷
化
が
進
む
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
れ
ゆ
え
内
蔵
助
は
、「
御
国
役
諸
夫
銭
割
合
之
儀
も
本
村
名
主
よ
り
割
出

候
ハ
ヽ
」【
432-

1-

1
】、「
右
之
外
壱
村
ニ
懸
り
候
御
国
役
御
用
鮎
懸
り
組
合
高
懸

り
ニ
至
迄
内
蔵
助
方
よ
り
割
出
し
取
立
納
来
候
儀
ニ
付
」【
432-

1-

2
】
と
割
合
を

行
う
名
主
で
あ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
主
張
し
、
坂
本
家
が
由
緒
あ
る
名
主
家
で
、
い

か
に
役
務
を
全
う
し
て
き
た
の
か
記
述
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

（
2
）
宝
暦
十
年
　
村
方
騒
動

　

そ
も
そ
も
与
瀬
・
小
原
組
の
名
主
・
問
屋
役
の
身
分
秩
序
に
動
揺
が
起
こ
っ
た
き

っ
か
け
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）、
六
代
内
蔵
助

在
任
中
の
村
方
騒
動
で
あ
る
。
八
代
内
蔵
助
の
作
成
し
た
史
料
【
432
】
に
直
接
の
か

か
わ
り
は
な
い
が
、
近
世
前
期
か
ら
断
続
的
に
名
主
・
問
屋
役
を
負
っ
て
き
た
坂
本

家
に
と
っ
て
は
役
目
へ
の
認
識
を
新
た
に
し
た
争
論
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
簡
単
に

紹
介
し
よ
う
。

　

宝
暦
十
年
、
与
瀬
村
惣
百
姓
が
与
瀬
本
村
名
主
二
名
年
寄
十
二
名
を
相
手
取
り
、

村
内
諸
役
及
び
宿
役
に
つ
い
て
の
村
役
人
と
の
不
均
衡
を
訴
え
た
。
中
馬
口
銭
の
不

当
な
配
分
、
年
寄
の
う
ち
伝
馬
役
を
勤
め
て
い
な
い
も
の
が
い
る
こ
と
、
名
主
の
年

貢
割
合
が
不
透
明
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
そ
の
内
容
で
あ
る
【
232
】（

（1
（

。
惣
百
姓
の
訴
え

か
ら
、
中
馬
口
銭
が
問
屋
、
名
主
、
年
寄
に
優
先
的
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
、
伝
馬
人

足
・
馬
役
に
つ
い
て
村
役
人
は
免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
、
村
方
高
役
儀
諸
入

用
は
惣
百
姓
に
相
談
な
く
決
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
内
蔵
助
は
「
与
瀬
宿

小
原
宿
一
村
ニ
而
高
掛
り
書
出
銭
内
蔵
助
方
よ
り
割
出
候
得
共
、
例
年
相
定
り
候
御

伝
馬
宿
入
用
御
用
鮎
御
入
用
当
村
定
普
請
御
年
貢
漆
諸
賃
諸
入
用
等
者
毎
年
相
定
り

候
儀
故
」
相
役
名
主
に
も
相
談
な
く
内
蔵
助
一
人
で
割
り
当
て
て
い
る
が
、
何
か
あ

れ
ば
村
内
三
人
の
名
主
と
両
宿
年
寄
拾
七
人
で
寄
り
合
っ
て
決
め
て
い
る
と
説
明
し

て
い
る
。
ま
た
、
村
内
か
ら
年
貢
を
取
り
集
め
る
際
は
、
組
毎
に
年
寄
が
と
り
ま
と

め
て
い
た
。

　

争
論
の
結
果
、
惣
百
姓
の
訴
え
が
認
め
ら
れ
、
年
寄
も
か
わ
り
な
く
伝
馬
役
を
勤

め
る
こ
と
、「
高
役
銭
幷
諸
入
用
夫
銭
之
儀
者
明
細
帳
面
仕
立
、
組
切
ニ
取
集
メ
大
小

之
百
姓
共
ニ
帳
面
披
見
之
上
小
前
割
合
無
滞
差
出
シ
可
申
事
」
な
ど
が
取
り
決
め
ら

れ
た
。
村
役
人
、
宿
役
人
の
特
権
的
優
遇
措
置
は
否
定
さ
れ
、
前
例
通
り
の
村
政
運

営
よ
り
も
惣
百
姓
が
納
得
す
る
よ
う
均
等
に
年
貢
を
割
り
渡
す
こ
と
が
重
視
さ
れ
う

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
八
代
目
内
蔵
助
が
割
合
を
行
う
名
主
で
あ
る
こ
と

を
強
く
意
識
し
て
い
た
背
景
に
こ
の
よ
う
な
争
論
が
あ
っ
た
こ
と
は
無
視
で
き
な

い
。
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（
3
）
与
瀬
村
名
主
役
の
由
緒

　

近
世
初
期
の
津
久
井
領
は
後
北
条
氏
支
配
下
の
名
残
が
色
濃
く
、
い
わ
ゆ
る
「
津

久
井
衆（

（1
（

」
が
徳
川
治
世
下
に
有
力
農
民
と
し
て
帰
農
し
村
政
の
中
心
と
な
っ
た
。
与

瀬
村
で
は
「
所
領
役
帳
」
に
名
の
見
え
る
石
井
五
郎
右
衛
門
が
坂
本
内
蔵
助
と
相
役

で
名
主
を
勤
め
て
い
た（

（1
（

。
寛
文
検
地
以
降
、
村
と
い
う
行
政
の
単
位
が
年
貢
徴
収
の

単
位
と
一
致
し
、
村
方
支
配
が
整
理
さ
れ
る
と
、
経
済
的
に
発
展
し
た
新
し
い
名
主

が
中
心
と
な
り
中
世
以
来
の
土
着
の
名
主
は
後
退
す
る（

（1
（

。
与
瀬
村
に
お
い
て
も
石
井

家
が
後
退
し
、
そ
れ
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
の
が
坂
本
家
と
考
え
ら
れ
る
。

　

坂
本
家
は
『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
巻
之
百
十
八
津
久
井
県
三
に
「
〇
旧
家
順

蔵　

坂
本
氏
な
り
、
先
祖
某
武
田
家
に
仕
ふ
、
天
正
十
年
甲
陽
亡
て
後
此
地
に
移
住

す
、
夫
よ
り
累
世
連
綿
と
相
続
し
て
里
正
慶
長
の
頃
よ
り
の
貢
税
割
賦
の
古
券
敷
通

を
所
持
せ
り
」
と
紹
介
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
以
降
に
坂
本

武
兵
衛
尉
是
村
の
子
坂
本
但
馬
守
是
重
を
惣
領
と
し
て
与
瀬
村
に
定
住
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
史
料
【
432-

1-

2
】
に
は
天
正
十
四
年
（
一
五
八
九
）
以

降
の
御
年
貢
御
受
取
書
を
所
持
し
て
い
る
と
記
さ
れ
、
早
い
段
階
か
ら
村
政
に
関
わ

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
土
着
の
農
民
で
な
か
っ
た
た
め
か
、
代
官
守
屋
氏
や
若

柳
村
を
は
じ
め
と
し
た
近
隣
名
主
家
と
積
極
的
に
血
縁
を
結
ん
で
い
る
。
ま
た
、
初

代
坂
本
但
馬
守
是
重
二
男
覚
五
郎
は
与
瀬
村
名
主
相
役
、
与
瀬
宿
問
屋
役
を
務
め
る

武
兵
衛
家
の
創
始
で
あ
る
。
与
瀬
本
村
坂
本
家
は
中
世
か
ら
の
土
着
の
家
で
は
な
か

っ
た
も
の
の
、
問
屋
を
経
営
し
、
血
縁
関
係
を
広
げ
、
分
家
を
輩
出
す
る
こ
と
で
与

瀬
村
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
て
い
た
。

　

一
方
、
漆
斗
立
争
論
の
際
に
杢
左
衛
門
が
正
当
な
名
主
と
主
張
し
た
組
頭
藤
左
衛

門
は
後
北
条
氏
配
下
と
伝
え
ら
れ
る
小
林
肥
後
守
の
末
裔
と
さ
れ
、
字
西
ノ
入
に
居

を
構
え
て
い
た（

（1
（

。
小
林
藤
左
衛
門
家
の
跡
役
と
し
て
小
原
組
名
主
役
を
務
め
た
清
水

杢
左
衛
門
は
天
延
三
年
（
九
七
五
）
か
ら
小
原
字
篠
化
に
居
住
し
、
北
条
家
に
仕
え

た
の
ち
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
に
本
陣
を
建
て
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
寛
永
二

年
（
一
六
二
四
）
に
幕
府
代
官
守
屋
佐
太
夫
か
ら
清
水
権
右
衛
門
重
房
が
名
主
役
問

屋
役
を
拝
命
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。

お
わ
り
に

　

八
代
内
蔵
助
は
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
、
関
東
の
治
安
維
持
を
目
的
と
し

幕
府
代
官
手
代
を
補
佐
す
る
「
取
締
役
」
に
任
命
さ
れ
た
【
432-

1-

3
】。
こ
の
役

は
関
八
州
取
締
出
役
の
前
身
と
い
え
る
存
在
で
あ
り
、
関
東
在
方
よ
り
名
主
十
八
名

が
選
ば
れ
た
。
内
蔵
助
は
「
我
等
御
用
向
実
体
ニ
相
勤
申
候
ニ
付
、
御
代
官
様
よ
り

思
召
を
以
被
仰
付
候
儀
ニ
御
座
候
故
、
格
別
御
取
斗
被
下
置
候
」
と
記
し
て
い
る
。

　

名
主
役
を
退
い
た
の
ち
の
文
政
三
年
十
月
に
は
、
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
に
御
目

見
え
の
上
「
御
用
向
大
切
ニ
相
心
得
」
て
い
る
と
し
て
御
誉
の
言
葉
と
銀
子
一
折
を

頂
戴
し
た
【
432-

1-

18
】。
村
域
を
超
え
た
役
儀
へ
の
任
命
や
、
褒
賞
に
つ
い
て
の

記
録
も
ま
た
、
名
主
・
問
屋
役
を
正
路
に
勤
め
た
こ
と
の
証
拠
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
史
料
【
432
】
の
下
書
き
で
あ
る
史
料
【
428
】
の
表
紙
裏
に
は
「
此
帳
面　

〇
印
有
之
分
ハ
御
写
し
可
下
候
、
其
外
は
り
札
ニ
可
除
と
有
之
分
ハ
御
写
ニ
不
及
候
、

此
帳
ハ
四
五
日
相
延
申
候
而
も
宜
敷
御
座
候
間
、
其
思
召
ニ
而
御
認
可
下
候
、
是
又
何

分
御
頼
申
上
候
」
と
朱
書
さ
れ
て
お
り
、
内
蔵
助
が
文
政
二
年
十
月
廿
四
日
に
中
沢

村
兵
蔵
・
逸
蔵
と
い
う
人
物
に
宛
て
て
編
纂
を
依
頼
し
た
こ
と
が
知
れ
る
。
兵
蔵
は

中
沢
村
名
主
、
逸
蔵
は
八
代
内
蔵
助
妹
の
嫁
し
た
風
祭
彦
右
衛
門
と
考
え
ら
れ
る
。

風
祭
彦
右
衛
門
は
八
王
子
千
人
同
心
と
し
て
文
化
十
一
年
四
月
か
ら
『
新
編
武
蔵
風

土
記
稿
』
編
纂
の
た
め
の
武
州
地
誌
捜
索
を
任
じ
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
老
齢
を
理

由
に
文
政
三
年
六
月
に
そ
の
任
か
ら
退
い
て
い
る
が（

（1
（

、
彦
右
衛
門
に
編
纂
を
依
頼
し

た
こ
と
か
ら
は
、
内
蔵
助
に
村
の
代
表
と
し
て
の
正
当
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
以

外
に
、
地
域
の
代
表
と
し
て
の
視
点
が
あ
っ
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。
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本
稿
で
は
、
八
代
内
蔵
助
が
与
瀬
・
小
原
組
の
関
係
の
変
化
の
渦
中
に
あ
っ
て
、

由
緒
の
整
理
と
経
緯
の
記
録
を
試
み
、
村
の
内
外
に
対
し
て
代
表
と
し
て
の
権
威
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
今
後
、
坂
本
家
資
料
の
調
査
が
進
み

さ
ら
に
名
主
・
問
屋
役
の
変
遷
が
整
理
さ
れ
る
こ
と
で
、
宿
場
・
村
方
の
展
開
や
相

互
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
す
る
。

註（
1
）
八
代
内
蔵
助
は
正
徳
年
中
高
札
か
ら
は
小
原
行
は
上
り
の
継
立
、与
瀬
は
上
下
両
方
の
継
立
を

担
当
す
る
宿
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
り
、双
方
片
継
の
合
宿
体
制
が
い
つ
頃
か
ら
成
立
し
た
の

か
は
検
討
の
必
要
が
あ
る
【
432-

2
】。

（
2
）
坂
本
家
文
書
は
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
か
ら
神
奈
川
県
立
博
物
館
（
現
神
奈
川
県
立
歴

史
博
物
館
）
に
お
い
て
借
用
し
て
い
た
資
料
で
あ
り
、平
成
三
十
年
度
に
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
百
点
余
り
の
武
蔵
国
都
筑
郡
上
白
根
村
（
横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
、

延
宝
元
年
〜
明
治
六
年
迄
）の
文
書
が
含
ま
れ
、明
治
時
代
中
期
以
降
に
混
入
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、当
館
に
寄
贈
を
受
け
た
坂
本
家
文
書
群
の
ほ
か
に
近
現
代
資
料
を
中
心
と
し
た
四
六
六

九
点
が
相
模
原
市
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
文
政
二
年
六
月
「
我
等
名
主
役
中
都
而
取
計
書
送
」【
428
】、
文
政
三
年
二
月
十
三
日
「
都
而
村

方
是
迄
取
斗
方
覚
」【
429
】
な
ど
。
同
時
期
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
史
料
に
は
文
政
三

年
十
月
「
先
祖
但
馬
よ
り
九
代
名
主
役
勤
来
候
趣
記
置
候
控
」【
433
】、文
政
三
年
十
月
「
与
瀬

本
村
名
主
内
蔵
助
代
々
名
主
役
相
勤
申
候
事
」【
434
】、文
政
三
年
「
先
祖
但
馬
代
よ
り
名
主
役

并
死
去
年
改
控
帳
下
書
」【
436
】、文
政
四
年
三
月
「
先
祖
但
馬
よ
り
九
代
名
主
役
勤
来
候
起
記

置
候
控
」【
437
】
が
あ
る
。

（
4
）
相
州
四
ケ
宿
は
甲
州
道
中
の
小
原
・
与
瀬
・
吉
野
・
関
野
宿
で
あ
り
、
定
助
郷
を
千
木
良
・
若

柳
・
寸
沢
嵐
・
佐
野
川
・
沢
井
・
名
倉
・
日
連
七
ケ
村
が
務
め
て
い
た
。
加
助
郷
は
青
野
原
・

中
野
・
又
野
村
な
ど
の
村
々
で
内
蔵
助
と
名
主
が
縁
戚
関
係
に
あ
っ
た
牧
野
村
を
除
く
十
六
ケ

村
が
訴
訟
し
た
。

（
5
）
文
化
十
一
年
「
四
ケ
宿
箱
訴
願
書
」、
鈴
木
重
光
氏
旧
蔵
資
料
、『
相
模
湖
町
史
』
771
頁
。

（
6
）
こ
の
際
勘
定
吟
味
役
に
対
し
て
「
文
化
九
申
年
正
月
よ
り
十
一
戌
年
五
月
迄
・
人
馬
日
〆
帳
」

等
の
帳
簿
類
が
提
出
さ
れ
た
【
415
、
416
】。
宿
場
の
実
態
を
知
る
上
で
も
重
要
な
史
料
と
考
え

ら
れ
る
が
、
坂
本
家
文
書
中
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。『
相
模
湖
町
史
』
207
頁
。

（
7
）	

漆
の
上
納
は
寛
永
期
か
ら
割
付
帳
に
確
認
で
き
、
享
保
七
年
ま
で
は
本
年
貢
の
う
ち
に
含
ま

れ
、享
保
十
九
年
以
降
は
浮
役
と
し
て
徴
収
さ
れ
た
。
セ
シ
メ
ウ
ル
シ
の
採
取
法
は
地
域
に
よ

っ
て
も
差
異
が
あ
る
が
、与
瀬
村
の
属
す
る
津
久
井
県
上
郷
村
々
十
ケ
村
は
「
例
年
寒
入
六
七

日
辺
漆
木
伐
取
三
日
程
切
口
を
テ
水
ニ
廿
日
程
ひ
た
し
置
、夫
よ
り
水
揚
致
シ
漆
取
揃
」
と
い

う
も
の
で
、
入
梅
以
降
夏
季
に
幹
に
掻
き
傷
を
つ
け
採
取
す
る
方
法
と
異
な
り
、
若
い
木
か
ら

漆
を
採
取
す
る
際
等
に
枝
を
刈
り
取
り
水
に
浸
し
て
生
漆
を
採
取
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。安
永

三
年
（
一
七
七
四
）
時
点
に
お
い
て
は
、
与
瀬
村
に
は
二
六
九
株
の
漆
の
木
が
あ
り
、
六
桶

（
漆
二
十
貫
二
六
六
匁
七
分
、
内
正
漆
納
八
貫
九
三
五
匁
、
代
永
一
一
貫
三
三
一
匁
七
分
（
二

一
貫
二
四
六
文
九
分
））
を
年
貢
と
し
て
納
め
て
い
る
。「
明
和
八
年
御
割
付
之
事
」【
273
】。

（
8
）
安
永
八
年
〜
文
政
十
二
年
「（
与
瀬
村
・
小
原
組
漆
計
一
件
書
類
）」【
288
】
は
与
瀬
本
村
と
小

原
組
が
漆
貢
租
の
取
り
集
め
方
に
つ
い
て
争
論
と
な
っ
た
一
件
に
つ
い
て
、関
係
す
る
文
書
を

一
包
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
9
）【
288-

3
】
安
永
八
年
二
月
四
日
「
乍
恐
書
付
を
以
御
訴
訟
奉
申
上
候
」
よ
り
、代
官
江
川
太
郎

左
衛
門
へ
名
主
内
蔵
助
が
主
張
し
た
内
容
を
一
部
抜
粋
す
る
と
、
次
の
と
お
り
。

「（
前
略
）
右
漆
帳
面
之
儀
者
不
及
申
不
限
何
事
諸
帳
面
之
儀
者
慶
長
中
よ
り
名
主
内
蔵
助
方
ニ

而
一
村
一
冊
仕
候
間
、
漆
取
集
小
前
印
形
取
来
候
所
、
此
度
本
村
名
主
茂
不
立
会
ニ
小
前
杢
左

衛
門
方
ニ
而
取
集
我
儘
仕
候
、
与
瀬
村
之
儀
者
慶
長
九
辰
年
伊
那
備
前
守
様
御
支
配
所
之
節
よ

り
寛
文
四
辰
年
迄
内
蔵
助
一
人
ニ
而
名
主
役
仕
候
所
、
寛
文
四
辰
年
よ
り
久
世
大
和
様
御
地
頭
所

ニ
相
成
甚
御
用
多
キ
ニ
付
小
原
宿
之
儀
者
本
村
よ
り
十
七
八
町
も
相
隔
り
候
所
故
朝
夕
之
儀

難
儀
仕
候
間
御
年
貢
為
取
立
小
原
宿
江
名
主
壱
人
御
願
申
上
仕
立
朝
夕
之
御
用
其
外
ニ
者
最
寄

五
組
之
御
年
貢
斗
り
取
集
さ
せ
本
村
名
主
江
受
取
御
上
納
仕
年
々
御
割
付
御
目
録
本
村
江
斗
り

奉
受
取
小
原
宿
江
者

　
　

私
共
之
請
取
斗
り
差
遣
し
置
来
候
処
、
右
体
之
始
末
仕
分
郷
可
仕
工
ミ
と

乍
恐
奉
存
候
、（
後
略
）」

（
10
）
史
料
【
432-
1-

14
】
で
は
小
原
宿
の
う
ち
連
印
し
て
い
な
い
も
の
が
二
十
八
名
、連
印
し
て
い

る
も
の
が
二
十
五
名
と
記
さ
れ
る
が
、天
明
四
年
「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
名
主
跡
役
願
書
）

扣
」【
295
】
で
は
印
有
二
十
六
名
、
印
無
二
十
七
名
で
あ
り
、
数
字
に
齟
齬
が
み
ら
れ
る
。
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（
11
）
安
永
八
年
漆
斗
立
一
件
に
お
い
て
も
、
内
蔵
助
が
「
分
郷
可
仕
工

（
た
く
ら
）ミ

」
と
批
判
し
て
い
る

【
288-

3
】。

（
12
）宝
暦
十
年
七
月「（
伝
馬
宿
役
及
び
宿
役
人
と
小
前
の
出
入
り
に
つ
い
て
取
扱
相
究
之
趣
）」【
232
】

は
前
欠
の
史
料
で
あ
る
が
、
前
年
に
訴
え
に
対
す
る
内
蔵
助
の
説
明
と
、
後
半
に
「
取
扱
相
究

之
趣
」
が
示
さ
れ
る
。
年
貢
に
つ
い
て
は
「
一
御
年
貢
之
儀
是
迄
年
寄
方
ニ
而
取
立
候
得
共
、

以
来
名
主
方
江
直
ニ
相
納
、
尤
名
主
方
よ
り
請
取
中
差
出
シ
百
姓
方
江
取
之
年
ニ
御
割
付
疾
と

相
見
可
致
事
」
と
定
ま
っ
た
。

（
13
）
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）「
小
田
原
衆
所
領
役
帳
」
に
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
後
北
条
氏
給
人

を
指
す
。

（
14
）
木
村
礎
編
『
封
建
村
落 

そ
の
成
立
か
ら
解
体
へ
─
神
奈
川
県
津
久
井
郡
─
』
一
九
五
八
、
51

頁

（
15
）
前
掲
註
（
14
）
54
頁

（
16
）『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
巻
之
百
十
八
「
御
影
堂
」
の
項
に
「
北
条
家
臣
小
林
肥
後
守
と
云

へ
る
も
の
是
処
に
来
て
居
住
せ
し
が
、
後
に
村
民
と
な
る
よ
し
伝
え
説
く
、
堂
は
即
ち
藤
右
衛

門
が
持
な
り
」
と
あ
る
。

（
17
）
相
模
湖
町
教
育
委
員
会
『
相
模
湖
町
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
12
集
・
一
九
九
六
、「
清
水
家

の
起
り
」【
相
模
原
市
郷
土
博
物
館
所
蔵
清
水
ケ
イ
家
文
書
9-

1-
1
】
を
参
照
。

（
18
）
塩
野
適
斉
『
桑
都
日
記
』
多
摩
文
化
研
究
会
一
九
六
七
、城
山
町
編
『
城
山
町
史
』
6
通
史
編

近
世
、
一
九
九
七
。

参
考
文
献

中
野
達
哉
「
近
世
前
期
中
山
道
板
橋
宿
の
名
主
・
問
屋
役
に
つ
い
て
（
近
世
社
会
の
成
立
と
展
開
）」

駒
沢
史
学
会
編
『
駒
沢
史
学
』
55
、
二
〇
〇
〇

煎
本
増
夫
「
江
戸
幕
府
と
津
久
井
漆
」『
神
奈
川
県
史
研
究
』
9
号
、
一
九
七
六

相
模
湖
町
史
編
さ
ん
委
員
会
『
相
模
町
史
』
歴
史
編
、
二
〇
〇
一

神
奈
川
県
『
神
奈
川
県
史
』
資
料
編
9　

近
世
（
6
）、
一
九
七
四

県
史
編
集
室
『
神
奈
川
県
史
資
料
所
在
目
録
─
相
模
湖
町
─
』
一
九
七
〇

資
料
翻
刻
凡
例

一　

坂
本
是
正
家
文
書
432
「
与
瀬
本
村
名
主
内
蔵
助
天
正
年
中
よ
り
代
々
名
主
役
相
勤
候
儀
記
置
申

候
」
の
う
ち
、
上
巻
全
て
と
、
下
巻
の
一
部
に
つ
い
て
翻
刻
し
た
。

一　

文
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
た
。

一　

傍
註
の
（
マ
マ
）
は
明
ら
か
に
誤
記
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
原
史
料
の
ま
ま
表
記
し
た
こ

と
を
示
す
。

一　

原
文
中
破
損
・
虫
損
等
に
よ
り
判
読
不
能
の
場
合
に
は
、
文
字
数
が
わ
か
る
も
の
は
□
で
示
し

た
。

一　

固
有
名
詞
以
外
の
旧
字
は
出
来
る
限
り
新
字
に
改
め
た
。
ま
た
、
変
体
仮
名
は
原
則
と
し
て
平

仮
名
に
改
め
た
が
、
助
詞
（
江
、
茂
、
与
、
而
、
者
、
而
已
）
は
そ
の
ま
ま
残
し
た
。

資
料
翻
刻

No
．
432　

与
瀬
本
村
名
主
内
蔵
助
天
正
年
中
よ
り
代
々
名
主
役
相
勤
候
儀
記
置
申
候

　
　

上

1
‐
1

相
州
津
久
井
県
村
々
取
締
役　

名
主
問
屋　

内
蔵
助

与
瀬
本
村
名
主
内
蔵
助
天
正
年
中
よ
り
代
々
名
主
役
相
勤
候
儀
記
置
申
候

但　

郡
代
附
御
代
官
大
貫
次
右
衛
門
様
御
支
配
之
節
津
久
井
県
村
々
取
締
役
被
仰
付
候
訳

四
ケ
宿
加
助
郷
よ
り
人
馬
出
入
四
ケ
宿
問
屋
共
江
相
遣
申
立
候
ニ
付
、
与
瀬
宿
内
蔵
助
惣
代

相
勤
申
候
処
御
上
よ
り
宿
助
請
と
し
て
四
ケ
宿
江
金
六
拾
両
宛
卯
年
よ
り
永
々
被
下
置
候

旨
、
被
仰
渡
候
訳
幷
四
ケ
宿
勤
人
馬
減
少
致
候
儀
記
置
候

漆
斗
立
之
儀
ニ
付
本
村
小
原
組
と
出
入
済
口
証
文
ニ
有
之
候
通
天
正
年
中
よ
り
証
拠
古
書
付

内
蔵
助
方
よ
り
数
通
差
出
候
通
明
白
ニ
相
分
り
候
趣
文
言
有
之
候

天
明
四
辰
年　

役
出
入
御
裁
許
ニ
も
以
来
本
村
名
主
江
対
シ
我
侭
不
法
之
儀
仕
間
敷
旨
被
仰
渡
、
其
上

御
国
役
諸
夫
銭
割
合
之
儀
も
本
村
名
主
よ
り
割
出
候
ハ
ヽ
無
差
支
可
取
斗
旨　

被
仰
渡
候

1
‐
2

　
　
　

覚

与
瀬
郷
本
村
名
主
役
之
儀
内
蔵
助
方
ニ
而
天
正
年
中
よ
り
代
々
引
続
相
勤
来
候
儀
相
違
無
御
座
候
、右

証
拠
は
天
正
十
四
戌
年
御
年
貢
御
請
取
壹
通
同
十
九
卯
年
壱
通
文
禄
元
辰
年
壱
通
都
合
三
通
所
持
仕
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候
、
其
外
御
割
附
御
目
録
数
通
有
之
候
、
其
上
慶
長
九
辰
年
御
水
帳
壹
冊
寛
文
五
年
御
水
帳
六
冊
幷
御

割
附
数
拾
本
所
持
罷
在
候
、
依
之
天
正
年
中
よ
り
代
々
名
主
役
相
勤
申
候
段
申
立
候
、
右
之
外
与
瀬

村
壱
村
抱
候
書
付
ハ
御
支
配
御
役
所
よ
り
本
村
名
主
内
蔵
助
方
江
被
仰
付
候
、
依
之
御
割
附
御
目
録
夫

銭
帳
年
々
御
役
所
よ
り
請
取
来
申
候
、
右
之
外
壱
村
ニ
懸
り
候
御
国
役
御
用
鮎
懸
り
組
合
高
懸
り
ニ

至
迄
内
蔵
助
方
よ
り
割
出
し
取
立
納
来
候
儀
ニ
付
、
此
上
共
右
之
通
御
取
斗
可
被
成
候

右
之
通
先
祖
よ
り
代
々
勤
来
候
儀
相
違
無
御
座
候
間
、
此
後
共
右
之
趣
ニ
御
取
斗
可
被
成
候
、
右
之

外
先
祖
よ
り
代
々
取
斗
致
来
候
訳
幷
別
紙
書
送
申
候
趣
、
急
度
相
守
候
様
可
被
致
候
、
以
上

　
　

文
政
三
辰
年
九
月　
　

相
州
津
久
井
県
与
瀬
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
中
村
々
取
締
役
名
主
問
屋
兼　

内
蔵
助
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

跡
々
名
主
中

1
‐
3

　
　

津
久
井
県
村
々
取
締
役
之
儀
御
郡
代
附
御
代
官
大
貫
次
右
衛
門
様
江
被
召
出
仰
付
候

　
　
　

差
上
申
一
札
之
事

一 

関
東
在
方
ニ
お
ゐ
て
同
類
を
集
通
も
の
と
唱
身
持
不
埒
之
も
の
共
を
子
分
抔
と
号
し
抱
置
、
或
ハ

長
脇
搓
を
帯
目
立
候
衣
服
着
不
届
之
仕
業
お
よ
ひ
候
も
の
有
之
由
被
及
御
聞
候
、
右
畢
竟
角
刀
渡

世
之
も
の
抔
在
方
ニ
お
ゐ
て
右
体
之
風
俗
い
た
し
候
も
の
有
之
候
故
、
お
の
つ
か
ら
押
移
候
哉
ニ

も
候
之
間
、
是
又
右
様
之
風
俗
不
相
成
旨
被
仰
附
候
以
来
前
文
之
風
俗
ニ
而
徘
徊
い
た
し
候
も
の

幷
百
姓
共
之
内
風
俗
不
宜
も
の
亦
ハ
無
商
売
ニ
而
不
宜
所
業
な
し
候
も
の
其
外
往
還
舩
着
場
等
ニ

不
相
応
之
家
作
い
た
し
召
仕
無
之
出
所
不
慥
男
女
等
差
置
候
類
、
何
事
ニ
よ
ら
す
都
而
村
方
之
た

め
ニ
不
相
成
も
の
と
も
有
之
ハ
其
始
末
早
速
御
訴
可
申
上
旨
此
度
被
仰
触
候
ニ
付
、
私
共
別
段
取

締
役
被
仰
付
候
間
御
支
配
所
内
者
勿
論
、
万
石
以
下
御
知
行
幷
寺
社
領
之
内
ニ
而
も
前
文
風
俗
い
た

し
候
も
の
ハ
捕
置
御
訴
可
申
上
、
其
外
都
而
村
方
之
た
め
ニ
相
成
儀
其
始
未
早
速
御
訴
可
申
上
旨

被
仰
渡
、
且
万
石
以
上
御
領
分
幷
重
キ
御
役
人
様
方
御
知
行
之
村
方
江
ハ
差
綺
申
間
敷
旨
是
又
被

仰
渡
候
一
同
奉
畏
候
、
仍
而
御
請
証
文
差
上
申
処
如
件

　
　

寛
政
十
午
年
六
月　
　

 

武
州
荏
原
郡
品
川
宿
名
主　
　
　

庄
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
国
橘
樹
郡
川
崎
宿
名
主　
　
　

三
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神（
マ
マ
）川

宿
名
主
問
屋　
　
　
　
　
　

源
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
土
ヶ
谷
宿
名
主
問
屋　
　
　
　

苅
部
清
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
州
鎌
倉
郡
戸
塚
宿
問
屋　
　
　

三
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
国
高
座
郡
藤
沢
宿
名
主　
　
　

幸
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
州
足
立
郡
千
住
宿　
　
　
　
　

市
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
国
草
加
宿　
　
　
　
　
　
　
　

仁
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
練
馬
宿
名
主　
　
　
　
　

久
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
渋
谷
村
名
主　
　
　
　
　

源
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
宿
町
名
主　
　
　
　
　
　

新
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
国
葛
城
郡
南
本
所
町
名
主　
　

市
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
国
荏
原
郡
大
井
村
名
主　
　
　

貫
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
国
高
座
郡
河
原
口
村
名
主　
　

平
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
国
鎌
倉
郡
雪
下
村
名
主　
　
　

三
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
国
三
浦
郡
秋
合
村
名
主　
　
　

源
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
州
津
久
井
県
根
小
屋
村
名
主　

将
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
県
与
瀬
宿
名
主
問
屋　
　
　
　

内
蔵
助

　
　

大
貫
次
右
衛
門
様
御
役
所

右
之
通
御
代
官
様
思
召
を
以
右
名
前
者
と
も
御
役
所
江
被
召
出
御
役
所
ニ
而
仰
付
候
、
依
之
御
請
印
形

奉
差
上
候
、
以
上

右
之
通
取
締
被
仰
付
候
後
ハ
関
八
州
御
見
廻
リ
御
出
役
有
之
度
毎
ニ
御
立
寄
被
成
其
時
々
御
用
有
之

候
、
其
上
御
尋
も
の
ハ
御
召
捕
も
の
御
座
候
節
ハ
取
締
方
江
何
連
之
御
役
人
中
ニ
而
も
御
尋
有
之
安
心

無
之
候
、
以
上

右
之
外
御
出
役
衆
中
よ
り
之
御
書
付
数
々
所
持
仕
候
、
以
上

右
之
通
取
締
役
被
仰
付
候
後
者
御
役
所
よ
り
取
締
方
江
万
事
被
仰
渡
取
締
名
主
よ
り
村
江々
申
達
申

候
、
右
ニ
付
寄
合
ニ
而
も
重
立
取
斗
来
候
、
右
ハ
我
等
御
用
向
実
体
ニ
相
勤
申
候
ニ
付
、
御
代
官
様
よ

り
思
召
を
以
被
仰
付
候
儀
ニ
御
座
候
故
、
格
別
御
取
斗
被
下
置
候

1
‐
4　

内
蔵
助
儀
天
明
年
中
よ
り
名
主
問
屋
役
相
勤
申
候
処
、村
方
無
難
ニ
相
納
別
而
勤
役
中
四
拾
年
来
之
内

村
方
よ
り
出
入
立
候
儀
御
役
所
江
不
願
出
、
尤
外
ニ
よ
り
懸
合
出
入
者
格
別
其
外
出
入
ケ
間
敷
儀
、
是

迄
御
願
不
申
上
候
、
勿
論
村
役
人
共
事
も
名
主
之
差
図
相
用
実
意
を
以
取
斗
申
候
付
、
年
来
無
難
ニ

相
納
申
候
、
然
処
文
化
十
酉
年
五
月
中
四
ケ
宿
加
助
郷
十
八
ケ
村
之
内
、牧
野
村
除
残
り
拾
七
ケ
村
よ

り
四
ケ
宿
問
屋
共
江
相
懸
人
馬
出
入
御
奉
行
様
江
奉
願
上
候
ニ
付
、
四
ケ
宿
問
屋
為
惣
代
与
瀬
村
内
蔵

助
小
原
宿
問
屋
権
右
衛
門
右
両
人
罷
出
相
勤
申
候
処
両
人
之
者
勘
弁
を
以
御
評
所
江
御
箱
訴
を
以
四

ケ
宿
元
よ
り
難
儀
困
窮
ニ
御
座
候
処
、
加
助
郷
よ
り
人
馬
出
入
申
懸
り
難
儀
困
窮
仕
候
処
、
加
助
郷
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よ
り
難
渋
之
儀
申
遣
無
是
非
御
箱
訴
を
以
度
々
御
願
申
上
候
処
、文
化
十
一
戌
年
六
月
十
一
日
御
呼
出

之
上
右
願
書
御
焼
捨
ニ
被
仰
付
候
、
其
上
無
間
も
御
支
配
御
役
所
よ
り
御
呼
出
有
之
四
ケ
宿
問
屋
共

罷
出
候
処
、
御
役
所
元
〆
様
被
仰
聞
候
者
四
ケ
宿
難
儀
困
窮
之
趣
ニ
被
及
御
聞
候
、
弥
々
困
窮
ニ
候

ハ
ヽ
其
段
可
願
出
旨
被
仰
渡
其
上
宿
入
用
宿
ニ
五
ケ
年
分
書
出
可
申
旨
被
仰
渡
候
、
依
五
ケ
年
分

宿
々
取
調
書
上
申
候
処
、
其
後
御
沙
汰
無
之
故
一
同
帰
村
い
た
し
候
処
、
極
月
急
ニ
御
呼
出
ニ
付
宿

一
同
罷
出
候
処
、御
支
配
元
〆
様
被
仰
聞
候
ハ
四
ケ
宿
困
窮
之
趣
御
奉
行
所
様
江
御
伺
申
上
候
処
、
此

度
御
上
よ
り
御
下
百
両
被
仰
付
右
之
内
六
拾
両
四
ケ
宿
江
被
下
置
残
金
四
拾
両
ハ
御
役
所
ニ
而
御
預

置
在
々
村
江々
御
貸
附
被
置
右
御
利
金
を
以
追
々
御
上
江
返
上
納
被
遊
候
旨
被
給
聞
、
其
上
四
ケ
宿
人

馬
賃
銭
有
来
之
外
三
割
当
亥
年
正
月
よ
り
卯
十
二
月
晦
日
迄
五
ケ
年
之
間
被
仰
付
候
間
、
其
旨
相
心

得
右
三
割
増
刎
銭
ニ
致
置
月
々
御
役
所
江
上
納
可
仕
旨
被
給
聞
、
然
上
ハ
在
々
村
江々
御
貸
附
被
置
五

年
過
候
上
ハ
右
御
利
足
金
六
拾
両
宛
永
々
為
宿
助
情
金
被
下
置
旨
被
仰
渡
候
、
依
之
宿
々
問
屋
共
一

同
難
有
仕
合
奉
存
御
請
印
形
仕
候
、
以
上

但
、右
ハ
出
入
惣
代
之
存
寄
を
以
勘
弁
之
上
四
ケ
宿
難
儀
困
窮
之
段
御
評
定
所
江
御
箱
訴
以
度
々
御

願
申
上
候
ニ
付
、
御
慈
非
を
以
四
ケ
宿
人
馬
賃
銭
三
割
増
被
仰
付
、
右
を
以
四
ケ
宿
助
情
金
と
致

し
永
々
宿
方
江
被
下
置
候
旨
被
仰
渡
候
、
右
別
段
御
願
入
用
与
申
候
而
小
前
百
姓
よ
り
壱
銭
も
割
取

不
申
候
、
右
之
趣
承
知
可
被
致
候
、
以
上

1
‐
5

一 

金
五
両
也　
　
　

中
馬
口
銭
登
り
分
宿
助
情
金

右
中
馬
口
銭
前
々
ハ
下
り
斗
取
申
候
処
、我
等
問
屋
役
罷
成
得
与
勘
弁
致
見
候
処
、
当
宿
御
高
札
ハ
上

下
御
継
立
之
御
定
人
馬
賃
銭
有
之
候
、
依
之
御
大
名
様
其
外
大
通
行
之
御
方
様
ハ
不
及
申
御
奉
行
様

御
勘
定
様
御
普
請
役
様
御
代
官
様
方
ニ
至
迄
御
勝
手
次
第
当
宿
御
休
泊
ニ
御
越
被
成
候
、其
節
者
上
り

下
り
ニ
不
抱
前
々
よ
り
御
継
立
致
来
候
、
右
御
登
御
用
方
御
通
行
之
節
御
賄
入
用
其
外
御
泊
り
足
銭

至
迄
不
残
是
迄
宿
賄
ニ
致
来
申
候
、右
ニ
付
宿
役
人
共
相
談
之
上
以
来
ハ
登
分
中
馬
口
銭
為
取
立
、右

を
以
御
用
方
御
上
り
御
休
泊
御
継
立
入
入
用
之
足
合
ニ
仕
候
積
り
ニ
仕
候
、
以
上

　

合 

金
弐
拾
両
宛　

宿
助
情
金
也

但
、
右
者
我
等
問
屋
役
中
右
之
通
去
ル
卯
年
よ
り
永
々
宿
助
情
金
御
役
所
よ
り
被
下
置
候
、其
外

中
馬
口
銭
登
り
分
共
都
合
金
弐
拾
両
ニ
御
座
候

1
‐
6

　
　
　

甲
州
道
中
御
定
人
馬

一 

人
足
弐
拾
五
人　

馬
弐
拾
五
疋　

与
瀬
宿
分

　
　
　

内
人
足
拾
人　

馬
八
疋　

囲
人
馬
引

　

 

残　

人
足
拾
五
人　

馬
拾
七
疋　

宿
勤
人
馬

　
　
　

此
触
当

　
　
　
　

人
馬
八
人
半
馬
拾
壱
疋
ツ
ゝ
日
々
宿
勤
分
引
之

　
　
　
　

残
之
分
定
助
郷
江
触
当
申
候
筈
ニ
儀
定
相
済
申
候

右
之
通
御
先
触
高
之
内
八
人
半
馬
拾
壱
疋
引

　

 

残　

人
馬
日
々
定
助
郷
江
触
当
可
申
筈
候
、
以
上

右
之
通
内
済
儀
定
証
文
仕
候
、
以
上　

　
　

文
化
十
四
丑
年
七
月
廿
四
日　
　

四
ケ
宿
問
屋
共

	
	

	

　
　

定
助
郷
七
ケ
村
名
主
共

	
	

	

　
　

加
助
郷
十
七
ケ
村
名
主
共

右
之
通
四
ケ
宿
勤
人
馬
出
入
以
前
と
勤
方
半
減
勤
ニ
相
成
申
候
、
以
上

1
‐
7

与
瀬
宿
類
焼
拝
借
返
納
残
金

一 

金
弐
百
弐
拾
八
両
弐
分
永
弐
百
五
拾
弐
文
四
分

右
者
未
年
宿
内
類
焼
拝
借
返
納
残
金
右
之
通
御
座
候
処
、
宿
方
難
儀
困
窮
致
し
候
上
加
助
郷
よ
り

人
馬
出
入
相
懸
是
又
難
儀
仕
候
ニ
付
、
当
戌
年
よ
り
五
ケ
年
御
年
延
御
支
配
御
役
所
江
奉
願
上
候

処
、
御
聞
済
ニ
相
成
申
候
、
猶
又
卯
年
継
年
丑
御
年
延
御
願
申
上
候
処
、
未
タ
御
下
知
ハ
無
御
座

候
得
共
、
多
分
御
聞
済
ニ
可
相
成
旨
被
仰
渡
候
、
弥
々
御
聞
済
ニ
相
成
候
上
者
宿
内
類
焼
人
共
ハ

一
同
相
助
り
是
亦
難
有
仕
合
ニ
御
座
候

但
、
右
御
願
入
用
と
申
候
而
少
々
御
懸
り
様
江
肴
代
差
上
申
候
斗
り
外
、
御
願
入
用
壱
銭
も
懸
り

不
申
候
、
右
者
内
蔵
助
儀
出
入
惣
代
ニ
而
罷
出
候
間
、
別
而
壱
銭
も
小
前
よ
り
割
取
り
不
申
候
間
、

右
之
通
ヲ
モ
ム
キ承

知
可
被
致
候
、
以
上

1
‐
8

一 

御
勘
定
様
御
用
ニ
而
御
通
行
之
節
ハ
御
先
触
員
数
無
之
分
は
御
高
札
之
通
り
ニ
添
人
馬
加
江
触
当

可
申
候
事

　
　

右
添
口
証
文
江
書
加
申
候

1
‐
9

一 

宮
様
方
御
使
衆
御
通
行
ハ
別
段
之
儀
ニ
付
、
別
紙
済
口
人
馬
歩
合
ニ
不
抱
正
御
先
触
人
足
壱
人
ニ

付
弐
人
増
ニ
致
（
マ
マ
）い
た
し
与
瀬
宿
ハ
人
足
十
五
人
外
三
ケ
宿
ハ
弐
拾
人
引
之
残
人
足
助
郷
江
触
当
可
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申
候
筈

　

右
之
通
済
口
証
文
江
書
加
申
候

1
‐
10

右
之
通
四
ケ
宿
問
屋
よ
り
加
助
郷
拾
七
ケ
村
名
主
共
江
相
懸
候
人
馬
出
入
文
化
十
酉
年
よ
り
文
政
二
卯

年
迄
七
ケ
年
ニ
而
相
済
申
候
、
尤
初
年
四
ケ
宿
問
屋
共
之
内
、
吉
野
宿
重
郎
左
衛
門
事
ハ
病
死
被
致
、

関
野
宿
茂
兵
衛
事
ハ
病
身
ニ
付
弥
惣
右
衛
門
事
若
年
ニ
而
不
相
勤
、
小
原
宿
権
右
衛
門
与
瀬
宿
内
蔵
助

両
人
ニ
而
惣
代
相
勤
申
候
処
、
小
原
宿
権
右
衛
門
事
戌
年
七
月
出
入
中
江
戸
ニ
而
病
死
被
致
内
蔵
助
壱

人
ニ
相
成
相
談
相
手
無
之
故
、
関
野
宿
年
寄
兵
左
衛
門
・
吉
野
宿
清
左
衛
門
・
小
原
宿
藤
右
衛
門
・

与
瀬
宿
平
右
衛
門
右
四
人
之
年
寄
替
合
ニ
両
人
宛
罷
出
相
勤
申
候
処
、
卯
年
正
月
中
御
勘
定
様
御
普

請
役
方
江
通
行
ニ
付
加
助
郷
村
江々
人
馬
触
当
申
候
処
、
加
助
郷
村
々
人
馬
差
支
候
ニ
付
御
訴
申
上
候

処
、
御
呼
出
し
ニ
相
成
申
候
処
、
加
助
郷
村
々
名
主
彼
是
偽
り
申
立
惣
代
四
五
人
罷
出
申
候
処
、
御

奉
行
所
ニ
而
御
聞
済
ニ
不
相
成
関
八
州
取
締
御
役
人
江
被
仰
付
、
依
之
八
州
御
役
中
八
王
子
迄
御
越
被

成
加
助
郷
村
々
名
主
共
御
呼
出
し
御
取
調
御
座
候
ニ
付
、
村
々
名
主
共
一
同
早
々
罷
出
御
届
申
上
候

処
、御
呼
出
之
上
不
勤
之
段
御
吟
味
御
座
候
処
、村
々
名
主
共
一
言
申
訳
無
之
重
々
奉
恐
入
候
故
、双

方
江
戸
宿
共
立
入
御
願
下
仕
、
漸
々
先
済
口
江
添
儀
定
証
文
仕
内
済
仕
候
、
以
上

　

右
者
加
助
郷
出
入
根
切
相
済
申
候
、
以
上

1
‐
11

右
之
通
四
ケ
宿
人
馬
出
入
酉
年
よ
り
卯
年
迄
七
ケ
年
之
間
、
我
等
惣
代
相
勤
申
候
故
、
一
件
之
様
子

委
細
ニ
承
知
い
た
し
候
ニ
付
、
書
記
シ
置
申
候
、
尤
我
等
外
ニ
小
原
宿
問
屋
権
右
衛
門
惣
代
相
勤
申

候
得
共
、
出
入
中
戌
年
病
死
致
し
其
外
関
野
宿
年
寄
兵
左
衛
門
儀
者
寅
年
病
死
致
申
候
故
、
右
者
内
蔵

助
壱
人
存
命
ニ
付
如
此
書
印
置
申
候
、
以
上

　
　

文
政
三
辰
年
八
月　
　

相
州
津
久
井
県
与
瀬
村
村
々
取
締
役
名
主
問
屋　

内
蔵
助
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
主
問
屋
・
年
寄
百
姓
代
衆
中

　

右
之
趣
書
送
り
申
候
、
以
上

1
‐
12　

　
　
　

四
ケ
宿
問
屋
年
寄
出
会
談
合
申
候
処

関
野
宿
問
屋
茂
兵
衛
事
ハ
病
身
ニ
て
惣
代
不
相
勤
弥
惣
右
衛
門
事
ハ
若
年
吉
野
宿
重
郎
右
衛
門
事
ハ

病
死
被
致
未
タ
問
屋
無
之
与
瀬
宿
問
屋
内
蔵
助
・
小
原
宿
問
屋
権
右
衛
門
右
両
人
中
斗
ニ
付
、
無
是

非
右
両
人
四
ケ
宿
惣
代
ニ
罷
出
候
処
、
宿
々
日
〆
帳
御
取
調
ニ
罷
成
候
、
然
処
か
く
（
マ
マ
）ふ

正
有
之
申
立

不
相
立
無
拠
一
過
内
済
仕
候
而
酉
年
極
月
帰
村
致
し
候
処
、
翌
戌
年
加
助
郷
よ
り
不
法
之
断
宿
方
江
申

来
候
ニ
付
、
無
拠
四
ケ
宿
問
屋
共
よ
り
加
助
郷
名
主
共
相
手
取
三
月
中
御
奉
行
所
様
江
願
出
候
ニ
付
、

出
入
ニ
罷
成
候
、
依
之
惣
代
両
人
之
も
の
勘
弁
を
以
四
ケ
宿
元
よ
り
難
儀
困
窮
御
座
候
処
、
又
候
加

助
郷
よ
り
不
法
之
儀
申
懸
り
難
儀
至
極
仕
候
段
、
御
評
定
所
江
御
箱
訴
を
以
都
合
八
度
御
願
申
候
処
、

戌
六
月
十
一
日
御
評
定
所
よ
り
右
両
人
之
者
御
呼
出
之
上
御
町
奉
行
根
岸
肥
前
守
様
被
仰
渡
候
ハ
其

方
共
儀
御
箱
訴
致
候
得
共
、
筋
違
ニ
付
御
焼
捨
被
仰
付
候
間
、
其
旨
相
心
得
可
申
旨
被
仰
渡
、
其
上

願
之
筋
有
之
ハ
其
筋
江
可
願
出
旨
被
仰
渡
候
、
夫
よ
り
六
七
日
過
候
節
、
御
支
配
御
役
所
よ
り
四
ケ
宿

問
屋
共
御
呼
出
ニ
付
罷
出
候
処
、元
〆
様
被
仰
聞
候
ハ
四
ケ
宿
ハ
至
而
困
窮
之
趣
ニ
被
及
御
聞
候
、
弥

困
窮
ニ
候
ハ
ヽ
、
四
ケ
宿
共
宿
入
用
宿
々
書
出
可
申
旨
被
仰
渡
候
、
依
之
四
ケ
宿
取
調
一
同
書
上
申

候
処
、
其
後
一
向
御
沙
汰
無
之
極
月
一
同
帰
村
仕
候
処
、
極
月
至
而
急
ニ
御
呼
出
ニ
付
罷
出
、
亥
正
月

二
日
ニ
御
役
所
江
罷
出
候
処
、
元
〆
様
被
仰
聞
候
ハ
四
ケ
宿
難
儀
之
趣
御
奉
行
所
江
申
立
候
ニ
付
、
此

度
御
上
よ
り
御
下
金
百
両
被
仰
付
、右
金
之
内
六
拾
両
此
節
四
ケ
宿
江
御
渡
被
下
残
金
四
拾
両
ハ
御
役

所
ニ
而
御
預
置
在
々
村
江々
御
貸
附
被
置
右
之
利
分
を
以
追
々
御
上
江
返
上
納
被
成
候
旨
被
仰
渡
、
其

上
人
馬
賃
銭
有
来
之
外
三
割
増
当
亥
正
月
よ
り
卯
十
二
月
迄
五
ケ
年
之
間
被
仰
付
、
尤
右
三
割
増
刎

銭
ニ
い
た
し
月
々
御
役
所
江
上
納
可
致
旨
被
仰
渡
、
然
上
ハ
御
役
所
ニ
而
在
々
村
江々
御
貸
附
被
置
五

ケ
年
過
以
上
四
ケ
宿
為
助
情
金
六
拾
両
宛
卯
年
よ
り
永
々
四
ケ
宿
江
御
役
所
よ
り
極
月
ニ
至
御
渡
被

下
候
旨
、
被
仰
渡
候
、
依
之
惣
代
者
不
及
申
外
役
人
共
一
同
難
有
御
請
印
形
仕
候
処
、右
出
入
り
御
吟

味
中
丑
年
六
月
御
奉
行
所
様
よ
り
宿
柄
村
柄
為
御
検
分
御
評
定
所
詰
論
所
御
手
代
御
両
人
御
越
被
成

与
瀬
宿
問
屋
内
蔵
助
方
御
旅
宿
ニ
而
夫
よ
り
宿
々
御
見
分
有
之
定
助
郷
加
助
郷
村
々
御
見
分
被
成
、猶

亦
与
瀬
宿
江
御
帰
り
被
成
候
上
双
方
役
人
共
被
召
出
段
々
御
取
調
中
御
利
解
御
座
候
ニ
付
、双
方
役
人

共
御
利
解
之
越
奉
承
知
内
済
仕
候
、
以
上

　
　

丑
年
七
月　
　

甲
州
道
中
与
瀬
宿
外
三
ケ
宿　

問
屋
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
助
郷　
　
　
　
　

七
ケ
村
名
主
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
助
郷　
　
　
　
　

拾
八
ケ
村
名
主
共

　
　

評
定
所
詰

　
　
　

論
所
役
御
手
代

　
　
　
　

脇
部
平
十
郎
殿

　
　
　
　

夏
目
嘉
市
殿

1
‐
13

一 

右
出
入
漆
斗
立
之
儀
は
前
々
よ
り
内
蔵
助
壱
人
之
帳
面
ニ
而
斗
立
来
候
処
、
此
度
及
出
入
以
来
杢

左
衛
門
組
者
同
人
方
ニ
而
組
切
ニ
帳
面
仕
立
漆
斗
立
仕
候
筈
相
極
済
内
蔵
助
方
江
之
差
出
書
ニ
杢
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左
衛
門
印
形
者
相
除
組
頭
弐
人
百
姓
代
壱
人
致
印
形
斗
立
候
漆
ニ
右
差
出
書
相
添
年
々
持
参
候
筈

ニ
相
極
メ
、
且
名
主
役
之
儀
新
古
之
儀
申
争
依
之
杢
左
衛
門
方
よ
り
証
拠
書
物
差
出
候
処
、
内
蔵

助
も
天
正
年
中
よ
り
之
証
拠
書
物
等
数
多
差
出
候
ニ
付
、
御
糺
之
上
御
吟
味
被
成
下
置
候
処
、
明

白
ニ
相
分
候
越
承
知
仕
候
得
共
、
畢
竟
漆
斗
立
よ
り
事
発
訴
議
候
節
而
已

　
　

ニ
而
只
今
和
睦
内
済
仕
候

上
は
相
互
ニ
遺
恨
無
御
座
候
、
尚
又
憤
之
儀
者
扱
人
貰
請
仕
双
方
至
極
得
心
之
上
、
熟
談
内
済
仕

偏
ニ
御
威
光
と
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
上
先
年
仕
来
之
通
、
内
蔵
助
方
よ
り
申
継
候
諸
御
用
向
幷

村
内
治
方
聊
も
無
滞
相
談
之
上
可
相
勤
筈
ニ
儀
評
仕
候
、
右
一
件
ニ
付
重
而
御
願
ケ
間
敷
儀
奉
申

上
間
敷
候
、
依
之
双
方
幷
扱
人
一
同
連
印
を
以
済
口
証
文
差
上
申
処
、
仍
而
如
件

　
　

安
永
八
亥
年
四
月　
　

訴
訟
人　

津
久
井
県
与
瀬
村　

名
主　
　

内
蔵
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
頭　
　

平
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
姓
代　

角
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
手　
　

同
村
小
原
宿　
　
　

名
主　
　

杢
左
衛
門　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
左
衛
門　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
右
衛
門　
　

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
右
衛
門　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
姓
代　

栄
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

半
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

喜
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
県
寸
沢
嵐
村　

扱
人
名
主　

角
兵
衛　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
宿　
　
　
　

津
久
井
屋　

加
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
和
屋　
　

小
兵
衛

　
　

江
川
太
郎
左
衛
門
様
御
役
所

1
‐
14

右
出
被
遣
御
吟
味
候
処
、
訴
訟
方
よ
り
小
原
百
姓
弐
拾
八
人
之
者
連
印
為
致
度
旨
申
之
候
得
共
、
与

瀬
宿
名
主
武
兵
衛
小
原
宿
名
主
松
之
助
役
儀
願
候
節
、
一
且
ニ
小
前
百
姓
連
印
不
致
願
候
、
近
例
有

之
上
者
此
度
ニ
限
り
小
原
百
姓
連
印
可
取
筋
ニ
無
之
候
間
、
跡
役
願
書
之
儀
者
弐
拾
五
人
連
印
致
候
侭

ニ
而
弐
拾
八
人
之
者
印
形
ニ
不
及
御
役
所
江
可
差
出
候
、
尤
以
来
共
本
村
小
原
共
一
且
小
前
連
印
無
之

跡
役
可
相
願
旨
被
仰
渡
之
相
手
方
小
原
百
姓
弐
拾
八
人
も
の
者
本
村
名
主
役
願
ニ
小
原
小
前
連
印
仕

候
儀
無
之
、
新
法
之
儀
ニ
付
及
難
渋
ニ
候
段
申
立
候
得
共
、
先
年
内
蔵
助
退
役
差
止
候
節
連
印
ニ
而
願

之
一
札
差
出
候
儀
無
相
違
今
更
同
人
勤
役
品
々
不
取
斗
之
儀
有
之
由
申
立
候
段
不
埒
ニ
候
、
向
後
本

村
名
主
江
対
し
我
侭
不
法
之
儀
仕
間
敷
候
、
且
又
印
形
致
候
弐
拾
五
人
者
心
得
違
之
由
申
之
消
印
致
度

旨
強
而
申
立
口
書
印
形
難
渋
剰
御
吟
味
差
紙　

御
奉
行
所
江
馳
可
訴
致
候
段
、
不
埒
ニ
付
、
急
度
御
叱

被
置
旨
被
渡
之
、
且
祐
助
家
柄
古
く
候
共
、
古
役
武
兵
衛
随
ひ
以
来
両
人
ニ
而
村
用
諸
割
合
其
外
不
依

何
事
無
甲
乙
年
番
相
勤
、是
迄
内
蔵
助
不
取
斗
之
儀
も
於
有
之
者
外
村
役
人
も
為
立
会
諸
事
相
致
可
申

候
、
一
村
一
体
之
儀
ニ
付
、
向
後
本
村
小
原
和
融
い
た
し
様
可
被
斗
旨
被
仰
渡
之
、
右
之
外
双
方
よ

り
申
立
候
品
々
不
被
及
御
沙
汰
旨
御
奉
行
所
様
御
下
知
を
以
御
裁
許
被
仰
渡
一
同
承
知
奉
畏
候
、
右

御
裁
許
之
趣
万
一
相
背
候
ハ
ヽ
、
何
様
之
御
科
も
可
被
仰
付
、
依
之
御
請
証
文
差
上
申
所
、
如
件

　
　

天
明
五
巳
年
四
月　
　

訴
訟
方　

相
州
津
久
井
県
与
瀬
村
組
頭
惣
代　
　
　
　
　

七
左
衛
門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
姓
代　
　
　
　
　
　

角
左
衛
門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
手　
　
　
　
　
　
　
　

小
原
宿
百
姓
弐
拾
八
人
惣
代　

喜
兵
衛
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廿
五
人
惣
代　
　
　
　

伊
左
衛
門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
瀬
宿
名
主　
　
　
　

武
兵
衛
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
蔵
助
倅　
　
　
　
　

祐
助
印

　
　

江
川
太
郎
左
衛
門
様
御
役
所

1
‐
15

右
之
通
安
永
八
亥
年
漆
斗
立
出
入
済
口
証
文
・
天
明
五
年
名
主
跡
役
願
出
入
御
裁
許
証
文
写
前
書
之
通

相
違
無
御
座
候
間
、
右
之
趣
を
以
御
取
斗
可
被
成
候
、
以
上

　
　

文
政
三
辰
年
八
月　
　

相
州
津
久
井
県
村
々
取
締
役
与
瀬
村　

元
名
主
問
屋
内
蔵
助
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
村
名
主
問
屋
・
年
寄
百
姓
代
中

1
‐
16

　
　
　

与
瀬
宿
元
名
主
問
屋　
　
　

内
蔵
助

右
之
者
御
用
之
儀
有
之
間
、宿
役
人
差
添
明
後
十
三
日
平
塚
宿
御
用
先
江
召
連
可
被
罷
出
候
、
以
此
書

付
其
節
可
被
相
返
上
候
、
以
上

　
　

江
川
太
郎
左
衛
門
手
代　
　

安
井
萬
作
印 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

逸
見
治
郎
作
印　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
田
覚
兵
衛
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
恭
助
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
木
兵
太
夫
印
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与
瀬
宿
役
人
中

追
而
平
塚
宿
泊
ニ
而
間
ニ
合
兼
候
ハ
ヽ
、
十
四
日
小
田
宿
旅
宿
可
被
出
候
、
以
上
、
此
一
封
急
御
用

之
儀
申
上
候
間
宿
村
刻
付
を
以
早
々
可
相
届
候
、
以
上

　

 　

箱
根
小
田
原
大
磯
平
塚
八
満
田
村
酒
井
厚
木
荻
野
上
長
竹
根
小
屋
太
井

	
	

	

右
村
々
名
主
中

十
月
十
三
日
夜
出
立
、
厚
木
万
年
屋
泊
、
十
四
日
小
田
原
宿
泊
、
内
蔵
助
六
兵
衛
七
ツ
時
小
田

原
宿
着
御
本
陣
清
水
権
十
郎
殿
方
着
御
届
申
候

右
之
通
御
書
付
を
以
被
仰
付
候
宿
内
年
寄
呼
寄
右
書
付
之
趣
為
申
聞
及
相
談
ニ
候
処
、
年
寄
六
兵
衛

差
添
罷
出
申
候
、
右
被
仰
渡
之
趣
承
知
仕
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

差
添
年
寄　
　
　
　

六
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
姓
代
か
こ
人
足　

十
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
右
衛
門

1
‐
17

　
　
　

覚

御
本
陣
御
座
敷
ニ
而　

　

殿
様　

上
座
被
遊
其
外
御
手
代
様
方
御
坐
被
成
御
士
方
御
両
人
御
座
被
成　

御
目
見
被
仰
付
其
上
殿
様
被
仰
如
者
与
瀬
宿
元
名
主
問
屋
内
蔵
助
差
添
年
寄
六
兵
衛
其
方
共
勤

役
中
御
用
向
大
切
ニ
相
心
得
公
事
訴
訟
も
無
之
永
々
相
勤
、
其
上
村
々
取
締
迄
致
候
段
、
御
誉

被
置
候
旨
被
仰
聞
為
御
褒
美
銀
子
一
折
被
下
之
候
、
以
上

　
　
　
　

辰
十
月
十
四
日　

小
田
原
宿
御
本
陣　

清
水
権
十
郎
殿
御
旅
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
屋
勘
左
衛
門
殿
我
等
旅
宿

右
之
通
小
田
原
御
本
陣
ニ
而
御
目
見
被
仰
付
其
上
殿
様
御
誉
之
上
為
御
褒
美
銀
子
一
折
被
下
置
難
有

仕
合
奉
存
候
、
以
上

　
　

文
政
三
年
辰
十
月
十
四
日　
　

与
瀬
宿
元
名
主
・
問
屋
内
蔵
助
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄
惣
代　
　

六
兵
衛

右
之
趣
組
頭
百
姓
代
十
月
廿
日
不
残
呼
御
神
酒
出
し
申
候
、
以
上

1
‐
18

我
等
先
祖
天
正
年
中
よ
り
代
々
名
主
役
相
勤
申
候
処
八
代
目
ニ
而
津
久
井
県
村
々
取
締
役
御
代
官
大

貫
次
右
衛
門
よ
り
被
仰
付
猶
亦
江
川
太
郎
左
衛
門
様
御
目
見
被
仰
付
御
誉
之
上
銀
子
一
折
被
下
置

候
、
以
上

　
　

文
政
三
辰
年
十
月

2
‐
1

「
下
」

一 

正
月
六
日
失
（
マ
マ
）ふ
さ
め
与
申
精
進
役
与
申
者
古
来
よ
り
五
人
有
其
内
弐
人
宮
江
参
り
相
勤
申
候
、
其
節

別
当
よ
り
竹
も
ら
ひ
ニ
参
り
候
間
遣
し
申
候
、
六
月
十
五
日
ニ
も
し
め
竹
弐
本
も
ら
い
ニ
参
り
申

候
間
遣
し
申
候
、
右
者
古
来
よ
り
例
有
之
候

右
之
訳
合
ハ
我
等
所
持
之
畑
熊
野
沢
与
申
候
字
の
畑
我
等
所
持
致
し
候
得
共
、
一
向
相
知
れ
不

申
候
定
而
右
之
縁
を
以
古
来
よ
り
無
心
ニ
而
参
候
事
願
与
存
候

右
之
通
権
現
山
与
申
候
而
先
年
ハ
熊
野
権
現
様
斗
り
社
地
ニ
御
座
候
処
、
天
和
年
中
村
中
相
談
之
上
其

時
之
御
代
官
様
江
願
上
右
権
現
山
江
蔵
王
権
現
幷
御
霊
権
現
右
弐
社
引
上
ケ
申
候
、右
之
通
古
来
ハ
熊

野
権
現
山
江
御
坐
候
、
右
之
後
江
心
得
之
堂
免
書
送
申
候

一 

寛
政
五
巳
年
相
役
武
兵
衛
病
死
仕
候
ニ
付
、
追
役
願
上
、
同
年
よ
り
与
瀬
本
村
名
主
内
蔵
助
壱
人

ニ
相
定
り
申
候
、
外
ニ
小
原
宿
分
名
主
壱
人
有
之
候
、
是
ハ
杢
左
衛
門
・
権
右
衛
門
、
又
杢
左
衛

門
と
度
々
代
替
り
申
候
、
勿
論
郷
中
ニ
而
名
主
両
人
ニ
而
諸
御
用
相
勤
申
候
、
尤
御
役
所
よ
り
被
仰

渡
候
諸
御
用
ハ
本
村
名
主
方
ニ
而
取
斗
来
り
申
候
、
是
ハ
先
例
ニ
候

2
‐
30

一 

我
等
家
之
儀
者
先
祖
よ
り
代
々
名
主
役
相
勤
来
り
天
正
年
中
御
年
貢
御
請
取
書
数
通
所
持
有
之
其

上
慶
長
九
辰
年
御
地　

帳
幷
寛
文
五
辰
年
御
水
帳
共
所
持
致
来
り
其
外
御
割
附
御
目
録
数
通
所
持

有
之
、
依
之
此
度
後
役
名
主
役
之
儀
願
之
通
被
仰
付
難
有
御
請
奉
申
上
候
、
然
上
者
談
事
取
斗
方

正
直
正
路
ニ
仕
実
意
を
以
取
斗
可
申
事
第
一
ニ
而
も
相
違
有
之
候
而
者

　
　

何
分
申
分
ケ
不
相
立
候
間

平
日
心
遣
取
斗
可
申
候
事

一 

小
前
百
姓
よ
り
都
而
金
銭
割
合
取
立
可
申
候
者
聊
ニ
而
も
諸
向
御
用
留
帳
ニ
印
置
極
月
割
合
之
節

名
主
組
頭
百
姓
代
之
者
為
立
会
先
年
定
置
申
候
通
勘
定
割
合
可
致
候
事
、
但
割
合
帳
江
奥
書
印
形

取
置
可
申
候

一 

都
而
諸
入
用
之
儀
聊
ニ
而
茂

　
　

不
相
分
儀
者
割
合
申
間
敷
候
、
但
筋
合
相
分
り
候
分
者
用
捨
不
致
少
々

ニ
而
割
合
可
致
候
事

前
書
之
通
我
等
家
筋
之
儀
ハ
天
正
年
中
以
前
よ
り
引
続
代
々
是
迄
名
主
役
相
勤
来
り
右
書
付
等
所
持

致
シ
申
候
儀
ニ
付
名
主
役
大
切
ニ
相
心
得
御
用
向
大
切
ニ
相
勤
可
被
申
候
、
且
又
組
頭
衆
中
も
右
同

様
引
続
勤
来
候
儀
ニ
付
、
又
大
切
ニ
相
勤
申
候
様
可
被
致
候
、
以
上

　
　

文
政
三
辰
年
七
月　
　

相
州
津
久
井
県
与
瀬
村
元
名
主
内
蔵
助
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　

	
	

　

名
主
・
組
頭
衆
中




